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第２７回沖縄振興審議会総合部会専門委員会 議事次第 

 

 
日時：令和８年６月 26 日（金）9：00～12：44 

場所：オンライン 

 

 

１ 開 会 

 

２ 議 事 

  ○調査審議 産業（観光、農業、先端医療） 

 

  ・意見聴取 

    池 上 重 輔   早稲田大学大学院経営管理研究科長・教授   

    佐 竹 正 範   一般社団法人沖縄やんばるＤＭＯ ＣＭＯ  

    三 輪 泰 史   株式会社日本総合研究所創発戦略センター 

チーフスペシャリスト 

加 賀 武 史   沖縄セルラー電話株式会社 ビジネスデザイン本部 

副本部長 アグリ＆マルシェ事業部 部長 

    山 内 理 夏 子     理化学研究所創薬・医療技術基盤プログラム戦略 

提携室長 

     三 池 信 也   株式会社ニューロシューティカルズ 代表取締役 

 

３ 閉 会 
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沖縄振興審議会総合部会専門委員会配付資料 

 

 

資料１ 沖縄振興審議会総合部会専門委員会 委員名簿  

 

資料２ 沖縄県ＰＤＣＡ実施結果について―対象年度：令和６年度― 

    「産業（観光、農業、先端医療）」  

 

資料３ 調査審議テーマ「産業（観光、農業、先端医療）」に係る内閣府におけ 

る取組について 
 
資料４ 沖縄観光の次の 10 年を支える人材戦略（池上 早稲田大学大学院経営 

管理研究科長・教授） 
 
資料５ オープンデータでエリアマネジメントへの挑戦 ～データで切り開く、 

稼ぐ観光まちづくり～（佐竹 一般社団法人沖縄やんばるＤＭＯ ＣＭ 
Ｏ） 
 

資料６ 沖縄県の特徴を踏まえたブランド構築戦略とスマート農業導入戦略 
（三輪 株式会社日本総合研究所 創発戦略センター チーフスペシャ 
リスト）  

 
資料７ 沖縄県におけるスマート農業の取り組みについて(加賀 沖縄セルラー 

電話株式会社 ビジネスデザイン本部 副本部長 アグリ＆マルシェ事 
業部 部長）  

 
資料８ 創薬事業から考える、地域の価値創出 －創薬・先端医療を通じて見る 

沖縄の産業振興－ （山内 理化学研究所創薬・医療技術基盤プログラ 
ム戦略提携室長）  

 

資料９ CUTTING EDGE MEDICAL TECHNOLOGY（三池 株式会社ニューロシューテ 

ィカルズ代表取締役）  

 

資料 10  第 43 回沖縄振興審議会（1/16）における主な意見 
 

 

参考資料１ 観光関連資料 
 

参考資料２ 農業関連資料 
 

参考資料３ 先端医療関連資料 
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―沖縄振興審議会総合部会専門委員会 委員名簿― 

 
株式会社インディードリクルートパートナーズ リサーチセンター上席主任研究員 宇佐川 邦 子 ○                 

一般社団法人グッジョブおきなわプロジェクト代表        喜屋武 裕 江 ○  

琉球芸能大使館代表  

舞台演出家                          富 田 めぐみ ○ 

名桜大学大学院国際文化研究科教授               宮 平 栄 治 ○ ◎ 

沖縄電力株式会社代表取締役会長  

沖縄経済同友会代表幹事                    本 永 浩 之 ○ 

認定 NPO 法人離島経済新聞社代表理事 鯨 本 あつこ 

琉球大学工学部教授 小 野 尋 子 

琉球大学工学部教授 神 谷 大 介 

琉球大学工学部教授 

琉球大学工学部附属地域創生研究センターセンター長 千 住 智 信 

株式会社うなぁ沖縄代表                    玉 城 直 美 

琉球大学人文社会学部学部長 

琉球大学大学院地域共創研究科研究科長 本 村   真 

一般社団法人日本旅行業協会沖縄支部長 

株式会社国際旅行社代表取締役社長 與 座 嘉 博 

 

 

◎印は座長、○印は総合部会委員、無印は専門委員 
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―  出席者  ― 

 

○総合部会委員 

宮平栄治座長、宇佐川邦子委員、喜屋武裕江委員、富田めぐみ委員 

 

○専門委員 

鯨本あつこ委員、小野尋子委員、神谷大介委員、千住智信委員、玉城直美委員、 

本村真委員、與座嘉博委員 

 

○有識者 

  池上重輔  早稲田大学大学院経営管理研究科長・教授 

佐竹正範  一般社団法人沖縄やんばるＤＭＯ ＣＭＯ  

三輪泰史  株式会社日本総合研究所創発戦略センター チーフスペシャリスト 

加賀武史  沖縄セルラー電話株式会社 ビジネスデザイン本部 副本部長  

アグリ＆マルシェ事業部 部長 

山内理夏子 理化学研究所創薬・医療技術基盤プログラム戦略提携室長 

三池信也  株式会社ニューロシューティカルズ 代表取締役 

 

○内閣府 

中嶋護大臣官房審議官、吉田敦子産業振興担当参事官、細川嘉一振興第二担当参事官、 

伊藤慶矢企画担当参事官補佐、小八木大成沖縄総合事務局局長 

 

○沖縄県 

宮城直人企画部企画調整統括監 
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第27回沖縄振興審議会総合部会専門委員会 

                    日時：令和８年６月26日(金) 9:00～12:44 

                    場所：オンライン 

 

１．開会  

○宮平座長  ただいまから第27回沖縄振興審議会総合部会専門委員会を開催いたしま

す。 

 委員の皆様方におかれましては、台風対策等でいろいろと御多忙の折恐縮ではございま

すけれども、御出席いただき誠にありがとうございます。 

 本日は 11 名の委員の先生方の御出席をいただいております。委員の過半数に達してお

りますので、沖縄振興審議会令第５条第４項において会議は成立となります。 

 なお、この会議は原則公開となっておりますので、御承知おきくださいますようよろし

くお願いいたします。 

 本日の会議は、産業、特に観光、農業、先端医療について有識者の方からの御見識を賜

りたいと存じます。 

 これらのテーマにつきましては、早稲田大学大学院経営管理研究科長・教授の池上重輔

先生、一般社団法人沖縄やんばるＤＭＯ ＣＭＯの佐竹正範様、株式会社日本総合研究所創

発戦略センター チーフスペシャリストの三輪泰史様、沖縄セルラー電話株式会社ビジネ

スデザイン本部 副本部長 アグリ＆マルシェ事業部 部長の加賀武史様、理化学研究所創

薬・医療技術基盤プログラム戦略提携室長の山内理夏子様、株式会社ニューロシューティ

カルズ代表取締役の三池信也様より意見聴取を予定しております。 

 なお、参考資料１～３として、観光・農業・先端医療のテーマごとに参考資料を配付し

ておりますので、こちらも併せて御参照ください。 

 今回の会議全体の流れといたしましては、沖縄県、内閣府から説明を行い、その後、テ

ーマ別に有識者の先生方からの意見聴取と自由討議をそれぞれ実施する流としたいと思い

ます。御協力のほどよろしくお願いいたします。 

 それでは、議事に移る前に、内閣府の中嶋大臣官房審議官より御挨拶をお願いしたいと

思います。中嶋審議官、よろしくお願いいたします。 

○中嶋審議官  おはようございます。内閣府の中嶋でございます。 

 委員の皆様、有識者の皆様、本日は御参加、誠にありがとうございます。 
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 冒頭ございましたとおり、台風の影響に鑑みまして、本日はオンラインに切り替えるこ

とといたしました。 

 さて、今回は産業について深掘りをして調査審議を行う２回目の専門委員会となります。

前回は三つのテーマについて御議論をいただきました。すなわち、ブルーエコノミー、資

源・エネルギー、そしてスタートアップでしたけれども、今回は議事に記載の三つの分野

について御議論をいただきたいと思います。 

 前回委員会の冒頭に黄川田沖縄担当大臣から御挨拶がありました。沖縄のさらなる発展

のためには産業の振興が扇の要となります。そして、今回の三つのテーマ、前回と同様に、

いずれも強い沖縄経済、これが私どもの今の政府のいわばキーワード、キャッチコピーで

すけれども、強い沖縄経済の実現に向けて非常に重要な分野であると考えております。 

 今回の三つのテーマについては、沖縄の産業はもちろんこれら三つ、ないし前回と合わ

せて六つの分野に限定されるものではありませんが、観光に代表されるように、基盤的な

産業であり、現在も将来もリーディング産業であると目されるもの、それから今回のテー

マで言いますと、先端医療のようなものは、まだ緒に就いたところですけれども将来を賭

けるに値する可能性がある分野だと思っております。 

 委員、有識者の皆様の御知見をお借りするわけですけれども、その際、特にそれぞれの

分野で、人材の育成という視点が重要だと思いますし、それから沖縄の強みを生かした取

組という視点も重要だと思います。ぜひ忌憚ない御議論をお願い申し上げます。 

 本日、途中休憩を挟みながら、やや長時間となりますが、どうぞよろしくお願い申し上

げます。 

○宮平座長  中嶋審議官、ありがとうございました。 

 それでは、プレスの方の撮影はここまでとさせていただきます。 

２．議事 

・調査審議 産業(観光、農業、先端医療) 

○宮平座長  では、議事に移らせていただきます。 

 まず沖縄県から、今回のテーマである産業について、取組施策及び令和６年度沖縄県Ｐ

ＤＣＡ実施結果について、御説明をお願いしたいと思います。 

 宮城企画調整統括監、よろしくお願いいたします。 

・沖縄県ＰＤＣＡ実施結果について(対象年度：令和６年度) 

○宮城企画調整統括監  先月に引き続いて沖縄県企画部企画調整統括監の宮城でござ
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います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 私のほうからは、資料２を用いて産業、具体的に観光、農業、先端医療をテーマとした

沖縄県ＰＤＣＡの実施結果について御説明いたします。 

 なお、本日御説明いたしますのは、昨年度公表しました令和６年度分の実施結果となっ

ておりますこと、また一部指標については、公表時期の都合上、令和５年度以前の実績値

を引用している箇所があることをあらかじめ御了承いただければと思います。 

 では、１ページを御覧ください。 

 産業(観光、農業、先端医療)を取り巻く現状と課題について一覧でまとめておりますの

で、主なものを御紹介いたします。 

 まず表の１番目、産業全般の分野に関して、２ポツ目ですが、観光関連事業者に対する

アンケート調査では、約74.6％が人材不足の状況にあると回答しております。県に対して

は、ＤＸ導入に係る費用面での支援を求める声が多く寄せられております。これらも踏ま

え、今後の課題といたしましては、観光人材の育成・確保に加え、観光産業の生産性向上

やＤＸ推進に対する支援を強化していく必要があると考えております。 

 表の２番目、観光の分野に関して、令和７年度の入域観光客数は速報値で約1,093万人と

過去最多を記録し、観光収入についても令和６年度は約9,820億円と過去最高を記録して

おります。一方で、観光客の一部地域への集中による交通渋滞や住民生活への影響といっ

た問題も顕在化しており、観光地の混雑緩和・分散化をはじめ、観光と地域の調和する仕

組みづくりがこれまで以上に求められているところであります。 

 続いて表の３番目、農業の分野に関して、近年の物価高による肥料、飼料等の生産コス

トの高止まりによって、農家を取り巻く経営環境は一層厳しさを増しております。今後の

課題といたしましては、資材高騰分の農産物販売への価格転嫁や機械化の促進のほか、沖

縄特有の環境条件等を踏まえた効果的なスマート農林水産技術の開発、普及などを課題と

して挙げております。 

 表の４番目は先端医療の分野ですけど、一つ目、琉球大学の先端医療科学センターやＯ

ＩＳＴのインキュベーション施設など、大学などによる研究支援体制の強化が図られてい

るところです。２ポツ目、県内のバイオ関連企業については、令和６年度時点で106社で、

そのうち先端医療に関するベンチャー企業は芽を出してきております。今後の課題といた

しましては、２ポツ目ですが、企業の長期的な資金調達やマッチング支援、経営相談の充

実など、専門家による支援体制の構築を挙げております。 
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 続いて２ページ目については、前回５月にも御説明させていただいたため、割愛させて

いただきます。 

 続きまして３ページを御覧ください。産業(観光、農業、先端医療)に関する主要指標及

び成果指標の達成状況についてまとめております。 

 ページの中段の表で示す関連する主要指標の達成状況といたしましては、７つの基本施

策に設定された11の指標のうち７つの指標が前進、うち４つの指標が令和６年度の目標値

を達成しているところであります。 

 また、ページ下段の表に示す成果指標の達成状況といたしましては、主要指標にひもづ

く89の施策に設定された105の指標のうち82の指標が前進、うち56指標が令和６年度の目

標値を達成しているところであります。 

 ４ページ以降はそれぞれの対象分野に関連する基本施策と主な事業を紹介しております。 

 まず基本施策３-(1)につきまして、県では、様々な産業におけるＤＸの推進や革新的な

ビジネスモデルの創出等による経済循環の促進、中小企業等の経営基盤の強化による企業

の稼ぐ力の向上を目指して各種施策に取り組んでおります。人材確保についてもここに含

まれております。 

 ５ページを御覧ください。関連する主な事業について御紹介いたします。 

 観光人材確保支援事業においては、観光業界の人材不足の解消を目的として、観光事業

者と求職者のマッチング、修学旅行貸切バスなどの事業者支援、海外・県外からの人材受

入れ及び定着などを支援しているところです。 

 続いて７ページを御覧ください。観光に関連する基本施策３-(2)を掲載しております。 

 県では、安全・安心で快適な観光地の形成、沖縄のソフトパワーを生かした多彩かつ質

の高い観光の推進、ＭＩＣＥの振興によるビジネスツーリズムの推進などの取組、世界か

ら選ばれる持続可能な観光地の形成を目指し、各種施策に取り組んでいるところです。 

 続きまして８ページを御覧ください。関連する主な事業について御紹介いたします。 

 まず海外富裕層向けプロモーション事業では、富裕層に特化したプロモーションの実施

や富裕層専門のエージェントと県内事業者のマッチング機会の創出、県内ラグジュアリー

トラベル関連事業者のネットワーク形成などに取り組んでおります。 

 続きまして９ページを御覧ください。基本施策３-(9)になります。 

 県では、スポーツアイランド沖縄の形成に向けて、スポーツ関連産業の振興と地域の活

性化及び県民等が主体的に参画するスポーツ環境の整備に取り組んでおります。 
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 10ページを御覧ください。関連する主な事業でありますが、スポーツコンベンション誘

致戦略推進事業では、国際大会誘致やアジアなどで開催される大会の事前合宿を視野に、

受入市町村と連携し、スポーツキーパーソンの招聘や合宿実証に取り組んでいるところで

ございます。 

 次は13ページになります。観光、農業に関連する基本施策５-(5)を掲載しております。 

 県では、グローバル化の進展などの社会経済の変革を的確に捉え、新たな価値を創造し、

各産業を牽引する専門人材の育成・確保を図るため、県内産業の生産性向上や高付加価値

化の実現に向けて各種施策に取り組んでおります。 

 次は15ページを御覧ください。関連する主な事業について御紹介いたします。 

 経営発展支援事業では、新規就農者が経営開始後に必要となる機械・施設の導入を支援

し、経営の早期安定化と定着を図り、次世代の担い手の育成・確保を後押ししております。 

 次は16ページを御覧ください。農業に関連する基本施策３-(7)を掲載しております。 

 県では、亜熱帯海洋性気候や多種多様な地域資源など、本県の特性を最大限に生かした

農林水産業を展開するとともに、持続可能な農林水産業を目指して各種施策に取り組んで

おります。 

 19ページを御覧ください。関連する主な事業を御紹介いたします。 

 こちらの事業では、作物の障害をスマートフォンで撮影し、病害虫被害や栄養障害をそ

の場で診断することで被害を最小限に抑えるためのデータ構築及び体制整備を行っている

ところです。 

 続いて20ページからは先端医療に関連する基本施策３-(5)を掲載しております。 

 県では、科学技術を活用し、産学官金の有機的連携による相乗効果の発揮によって、新

たな付加価値を創造するイノベーション型の経済成長への転換を図るため、各種施策に取

り組んでおります。 

 21ページをお願いします。関連する主な事業について御紹介いたします。 

 まずバイオ関連産業事業化促進事業では、バイオ関連分野の産業化の促進を図るため、

県内バイオ企業の製品化・事業化に向けた製品・技術開発支援を行っております。 

 続きまして、23ページを御覧ください。 

 今回の調査審議テーマに沿って県の計画が対応する基本施策をそれぞれ抜き出して、30

ページまで一覧表として整理しているところです。一覧表の右側には、それぞれの年度の

目標値に対する達成率を掲載しておりますが、こちらの計算に当たっては、あらかじめ設



 10

定した基準年における値を基準値として、そこを起点としていることから、基準年よりも

改善した指標については達成率がプラス、悪化した指標についてはマイナスで表記されて

おります。マイナスは赤字になっているかと思います。参考として後ほど御確認いただけ

ればと思います。 

 以上で県からの説明を終わります。 

○宮平座長  宮城企画調整統括監、どうもありがとうございました。こちらへの質疑応

答は後ほどといたしたいと思います。 

 続いて内閣府から内閣府の取組について御説明をお願いいたしたいと思います。伊藤参

事官補佐、よろしくお願いします。 

・内閣府の取組 

○伊藤企画担当参事官補佐  では、資料３に基づいて内閣府の取組について御説明いた

します。よろしくお願いいたします。 

 まず１ページ目です。基礎情報ということで、前回もお示ししたように、沖縄県の一人

当たり県民所得ですとか、産業別の県内総生産、それから産業別の就業者割合、完全失業

率についてのデータをお示しさせていただいております。説明については割愛させていた

だきます。 

 ２ページ目から内閣府で実施している事業について御紹介をいたします。 

 まず観光関係、新たな沖縄観光サービス創出支援事業についてです。こちらは沖縄の観

光資源の魅力向上と人手不足解消による観光産業の収益力向上を目的としまして、観光サ

ービスの開発などを支援する事業になっております。令和３年度から実施している事業で、

令和８年度の予算は１億 5,800 万円となっております。 

 事業の具体例としては右下に事業イメージを記載していますけれど、長期滞在型観光サ

ービスの開発支援としまして、沖縄本島のサイクルツーリズムの商品開発等を行ったり、

令和７年度からは地域の魅力を高める地域ブランディングの支援としまして、沖縄市をス

ポーツ観戦で訪問する人向けに、スタジアム周辺の飲食店や宿泊施設を探しやすくするた

めのマップ、情報発信の仕組みの開発等を行っているところであります。また、こちらに

記載はありませんけれども、令和６年度からは人手不足解消に関するＤＸの実証事業など

も支援をしております。 

 今後は、引き続き地域関係者が一体となって地域の魅力を向上させるための取組や、Ｄ

Ｘ実証などの実績を積み重ねまして、観光産業の収益力向上を目指していきたいと考えて
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いるところでございます。 

 続きまして３ページ目を御覧ください。農業関係です。農林水産物・食品の販売力強化

支援事業です。こちらは強い沖縄経済の実現に向けまして、農林漁業者と観光事業者等と

の関係の構築、それから有望農林水産物の販売力強化に向けた課題解決に係る実証的な取

組を実施する事業となっております。これは令和５年度から実施しておりまして、令和８

年度の予算は 9,570 万円となっております。 

 事業は３本柱となっています。右下の事業イメージに記載がございますが、一つ目が展

示商談会やフォーラムを実施することで域内流通の強化を支援する域内流通強化支援事業、

二つ目が養殖実態・海域調査等の水産の可能性調査を行う水産販売力強化課題解決支援事

業、三つ目が県内有望農産物の産地化の取組を支援する販売力強化実証事業、この三つで

構成されております。 

 これら事業の実施によりまして、域内の農林水産業者と観光業者のマッチング機会の創

出や、有望農水産物の産地化支援等を通じて、県産農水産物の生産及び消費の拡大に寄与

することを目標としております。 

 次に４ページを御覧いただければと思います。事業の主な実績については、１段目でい

うと、新たな域内需要を発掘するための展示商談会や沖縄本島や離島での産地ツアーの開

催。２段目ですと、高級白身魚である琉球スギの養殖マニュアルの作成。３段目ですと、

バニラ、コーヒー、バナナといった有望農産物の調査実証、そのほかバニラ加工事例集の

作成などをしております。 

 ３ページに戻っていただきまして、今後ですけれども、データや農村資源の活用も視野

に入れた、さらなる観光需要の取り込みに向けた取組ですとか、産学官連携やスマート農

業技術活用による省力化の連携等が重要であると考えておりまして、農林漁業産出額の増

大という目標に向けしっかりと支援を進めてまいりたいと考えております。 

 続いて５ページ目です。沖縄先端医療技術基盤形成促進事業ということで、こちらは先

端医療関係の事業になります。令和８年度から始まっている最新の事業です。予算規模と

しては６億円です。 

 現在、沖縄はＯＩＳＴや琉大、沖縄高専などにて、先端医療分野の創薬シーズや医療機

器開発につながる研究は行われているものの、事業化に向けたシーズの掘り起こし、橋渡

し機能が十分でなく、ポテンシャルを生かしきれてない状況にあります。この問題意識に

端を発しまして、沖縄におけるライフサイエンスのイノベーション・エコシステム構築に
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向けて、域外の事業者等とのマッチングや、インキュベーション施設の改修、事業化につ

ながる研究の支援を実施するため本事業を創設したものとなっております。 

 事業イメージですけれども、詳しくは６ページ目を御覧いただければと思いますが、特

に右側です。大きく三つの形で支援をすることになっています。 

 まず補助ですけれども、補助の一つ目として、域内の研究シーズの実用化に資する研究

開発、社会実装に対して、沖縄県を通じて補助を実施しています。二つ目の矢印ですけれ

ども、域外の研究シーズの県内への呼び込みを目的としまして、先端医療分野の研究に必

要な設備等導入の補助をしております。これに加えまして、三つ目です。支援機関に委託

をしまして、支援機関を通じて域内のシーズ発掘、マッチング支援、伴走支援を実施する

ことで、全体としてのエコシステムを支援していくことを実施したいと考えております。 

 ５ページに戻っていただきまして目標ですが、今年度スタートしたばかりのため、まず

は研究の伴走支援やブラッシュアップも実施しながら、県外の事業者等との連携を活発化

していきたいと考えております。 

 内閣府の事業の御紹介は以上でして、次の７ページからは一括交付金であるソフト交付

金を用いて県及び市町村で実施している事業の御紹介になります。 

 まず県事業、１点目です。観光人材育成・確保促進事業になります。こちらは大きく３

本の柱からなるものでして、１本目の柱ですが、階級別研修、専門家派遣等を通じて観光

人材を育成するもの、二つ目の柱ですが、企業と講師のマッチング、それから企業研修を

行うことによって観光人材の確保を促進するもの、三つ目の柱として、就労前の若年層へ

の観光業界の魅力発信をすることによって将来の観光人材を養成するもの、大きくこの三

つで構成されているものでして、それぞれ７年度の実績はこちらに記載しているとおりで

す。 

 続いてその下、農業の関係です。持続可能な沖縄型果樹生産技術開発事業です。 

 こちらは沖縄県農業研究センターにおいて技術開発を進めていくものでして、取組の例

として事業内容のところにお示ししていますが、例えば先端技術の活用による新たな果樹

栽培技術を開発したり、気候変動環境下における果樹安定供給技術の開発、それからゲノ

ム情報を活用した品種育成法の導入、こうした先端的な技術を活用することによって農業

を振興していこうという事業になっております。 

 ８ページは、先端医療の関係の県事業ですけど、県からの御説明にもありましたので説

明は割愛させていただきたいと思います。 
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 そして下のほうの市町村事業です。南城市で実施されている農畜水産物利用促進拠点整

備事業について御紹介をさせていただきます。 

 こちらの事業は市の農畜水産物の製造加工から販売まで一気に行い、農家の生産量拡大

を図りつつ、地域の産業人材育成につながるインキュベート機能を備えた拠点、農畜水産

物利用促進拠点と言っておりますけれども、こちらの整備をして稼ぐ力を向上させ、それ

に加えて、地元客や観光客が集い・賑わう空間創出を目指す、６次産業的な視点で農業を

振興するというものです。 

 内閣府からの説明は以上になります。 

○宮平座長  伊藤参事官補佐、ありがとうございました。こちらへの質疑応答について

も後ほどまとめて行いたいと存じます。 

 続いて有識者の方からの意見聴取と自由討議に移らせていただきます。 

 まず観光について、早稲田大学大学院経営管理研究科長・教授の池上重輔先生と一般社

団法人沖縄やんばるＤＭＯ ＣＭＯの佐竹正範様よりお話を伺いたいと思います。 

 それでは、池上先生、よろしくお願いいたします。 

・意見聴取  

池上 重輔 早稲田大学大学院経営管理研究科長・教授 

 ありがとうございます。15分ということで、私の担当が人材戦略というふうに認識して

おりますので、そちらを中心にお話しさせていただきます。 

 最初に少しだけ紹介しますと、私はＤＭＯの新認証基準の構築委員をさせていただいた

り、日本観光振興協会さんが先月、2040年に日本を価値創造観光大国へしていくというビ

ジョンを出しましたけど、それの座長をしておりまして、今そこで観光ＤＸ検定の中級編

のテキストを作っていますけど、そのテキストの作成、監修担当もしております。 

 沖縄の関係でいうと、佐竹さんは住んでおられると思いますが、私は住んでおりません。

この２年で５回ほど伺った程度で、今後個人的に沖縄との関係が深くなる可能性があり、

若干気合が、もともと入っていますけど増加しておりますということでお話をさせていた

だきます。 

 最初のページをお願いします。 

 なぜ人材育成が大事かということを今までもお話しいただきましたが、沖縄振興審議会

の中間報告、令和８年１月の資料で、既に沖縄の持続的な成長に向けて観光人材の育成・

確保が極めて重要な政策課題として位置づけておられましたので、そこは私のスライドで
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は入れておりませんが、観光需要の急加速により人手不足が顕在化しているとか、海外富

裕層を対象とした高付加価値サービスを提供できる人材が質・量の面で不足しているとか、

先ほど言われたデジタル技術の部分というところで話がされておりまして、これは喫緊で

あり中長期的に対応する課題として、中間報告でもお話をされておられました。 

 私はちょうど去年観光庁の調査で、日本中の、民間系、パブリック系、大学系、その他

組織の観光教育の現状を全国的に100社以上スタディしまして、もちろんその中に沖縄も

入っておりました。これはデスクリサーチだけではありますが、現時点、沖縄の観光人材

育成は、全国比較でプログラム自体のある・なしというところで言うと、比較的充実して

いるように見えます。少なくとも階層としては多様な対象向けの観光関係の教育プログラ

ムが存在していました。 

 中身を紙レベルで拝見したところですと、ＡＩ、観光データサイエンス、あと観光金融、

ＤＭＯ経営、国際観光政策、観光イノベーション人材といったところで、こういったとこ

ろが一見すると不足しているように見えたところでございます。ヒアリングしているわけ

ではなく、紙ベースなので誤解もあるかもしれませんが、そういったところが強化ポイン

トとして出てくるかなとなりそうでした。 

 私は海外の視察をしているので、海外の先進観光地で重視されている昨今の内容との比

較感でいうとそういったところがあるということで、今日はお時間が限られているので項

目だけ、こういったものが必要だろうというふうに入れております。 

 ただ、ここまでの話はスタートラインでございまして、ここからが本番です。次の３ペ

ージに進めていただいて、最初に簡単に提言的にさせていただきますと、観光、人材育成、

国際交流を一つの戦略に統合していくのかなと。そうしますと、単に沖縄のポジションを

アジア最高の観光地というふうにするだけではなくて、アジア最高の観光人材育成拠点と

位置づけた上で育成をするのがいいのではないのかと思います。 

 なぜかと言いますと、去年、World Travel & Tourism Councilが出した2024年９月の調

査で、世界でこれから4,300万人の観光人材が不足すると言われています。その中で実は日

本は最も観光人材の不足が深刻になる国で、次の10年ほどで必要な人材の29％が不足する

と言われておりまして、沖縄はもちろん観光地としてすばらしいですが、人材育成拠点の

ナンバーワン県にすることによってダブルな相乗効果が得られて、教育をすると世界から

観光人材も来て、観光地としてもよくなるという、これはものすごいハッピースパイラル

になるのではないかという気がいたします。 
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 そのときに何が必要かというと、教科書的なことをいうと旗が必要です。なので沖縄観

光人材ビジョン2035のようなものを出していただいて、沖縄文化というのは観光資源、自

然資源だけではなく人材育成の中核であるというふうにしていただくとよいでしょう。そ

の前提として育成のエコシステム、この後５層の人材育成を通じた沖縄観光人材コンソー

シアムというのをお見せします。多分時間がないので、こういうのはどうですかという概

要だけになるかとは思いますが、そういったエコシステムをつくり、さらに、私まだ深く

理解していませんが、ウチナー・グローバルフェロー制度というのをつくって、世界中の

県系人が沖縄で学んで、それから母国に戻るという、世界に沖縄観光同窓生をつくる仕組

みがあるとよいでしょう。 

 教育のポイントというのは、卒業生をどうループさせるかということなので、日本人の

ウチナー、外国人のさらなるウチナーというのをつくってループをしていく、そういう拠

点にしていくということで、競争の軸を変えるということです。観光自体だけではなくて

観光人材育成の競争にし、新たな価値を創造するというのがいいのではないかと思ってい

ました。 

 ４ページに進めていただいて、その場合、昨今は既存の観光資源はもちろん大事ですけ

ど、文化を資源にするのが、吸引力が強いと言われていますので、沖縄文化を人材育成の

中核に置く。資源でもあり育成でもあるということで、差別化要因というのは海ももちろ

んありますが、それだけではなくてその他の諸々、歴史芸能、そういったものがトータル

の価値になっていく。 

 そうしますと文化を守る人たちだけではなくて、それを観光価値にきっちりと翻訳して、

かつ地域に収益を還元できるような人材が必要です。なので文化通訳・マネジメント人材

というのは、通訳は単に英語じゃなくて、それを価値として伝えていくという、アートマ

ネジメントをする。 

 それから文化のＤＸも必要です。それから若手に継承していくということで、観光の位

置づけというのは地域の価値・産業を再編集する産業というふうに位置づけられるといい

のかなと思っております。 

 ５ページに進めていただいて、必要な人材育成というのは５層で、１層、２層、３層、

４層と書いてますけど一番下の０層というベースが大事になってきます。０層というのは

未来の担い手を生む土台ということで、こども・保護者・教員・地域という直接観光に携

わっていない方で、観光への誇りと関心を持っていただくというのが０層です。 
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 そこから第１層、次世代の観光人材で、若者・現場人材であるとか、観光産業の人材で

実際に携わってるホテル・交通・体験事業などをされているところのミドル以上の方です。

そこから観光の地域経営の人材ということで、ＤＭＯ・自治体・観光協会で地域の観光を

統括する。 

 海外でも大事になってくるのは、第４層で、地域経営トップ人材。特に日本の場合はこ

れから通常の製造業系のところが地域のコアになってくる地域は少なくなってくる可能性

があるので、観光をコアに地域経営の構造を考えていかないといけないというふうになっ

てきて、それが多くの地域ではこれまでできてなかったのです。沖縄は比較的それが進ん

でいるので、地域の首長・県幹部・大企業幹部という直接の観光地経営に関わっていない

人たちも、観光は地域の価値の編集産業になっていくということで、沖縄の未来を構想す

る中に観光を組み込んで考えられるような育成が必要でしょう。ちなみに、早稲田大学で

スタートしているものですけれども、大事なのはトップ層、大人から学ぶ姿勢を上から見

せていって、下にフローさせていくということが必要になってくるかと思います。 

 以降、時間が許す限り具体的に見てみたいと思います。 

 第０層、未来の担い手、こどもたちということで、これは学校の探求型教育に組み込む。

それからジュニアアチーブメントということで、企業連携していただいたり、選抜プログ

ラムで沖縄未来アカデミーみたいなものをつくられるというのが一つの手かなと思います。 

 次に７ページ、第１層です。これは典型的なもので次世代観光人材と。デスクリサーチ

レベルでは既に沖縄には非常にいいものがあると思いますが、それに加えて言うならば、

デュアル型のパターンです。スイス型で学校50・職場50のバランスを取る。それからマイ

クロクレデンシャルというのは、フルの学位講座ではなくて短期的なスポット講座があっ

て、その短期的なスポットを積み重ねていくと場合によっては学位になるという形式論の

話で、短期単位認証制度ということです。さらに若手選抜で半年ぐらいやる育成塾、それ

は濃くやると。これは段階を経るパターンでございます。 

 次に８ページ、第２層です。観光産業経営人材は割と濃くやるもので、実践型の観光Ｍ

ＢＡみたいなところです。ファイナンスとかステークホルダーマネジメントとか、こうい

ったところがこれから重要になってくるので、そこを濃くやっていただくといいのかなと

いうことです。あとはマネージャー・経営者のピアラーニングの仕組みとして、経営者同

士でどう学ぶか。そこに全国区の大手、他地域の中堅・地場など、他エリアと対話でクロ

スで学んでいくという仕組みをつくられる中で、我々がアクションラーニングと呼んでい
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る企業変革プロジェクトを自社課題の中に持ち込んで、お互いに議論し合うという構造が

より実践的で発展的だと思います。 

 第３層です。地域経営人材ということで、ここは沖縄県さんというよりも日本で最も不

足しているパートでございます。必要能力というのは地域ビジョンと戦略形成、合意形成

です。観光政策と国際感覚とデータ分析・活用、あと財源設計、投資判断です。内外のお

金をどうやって持ってくるかという。あとプロジェクトマネジメントと、沖縄では危機管

理、危機管理は比較的できていると思いますが、新市場創造能力ということで、これをパ

ッと見るとどうするんだという話ですけど、これらの内容は１個１個どういうふうにやっ

たらいいかというフレームワークとか方法論があるんです。方法論があるという存在を知

らずにされている場合が多いので、こういう方法論があるんだということをまずは知って

いただくといいかなと思います。 

 それをＭＢＡ的にノンディグリーのプログラムとしてやってみたり、地域の実装課題プ

ロジェクトとしてやっていく。 

 それからこの辺から海外に行って学ぶ。それは単なる見学・視察ではなく、実際に伴走

できるプロと一緒に行って学んでくるということをしないと単に見るだけで終わってしま

う。何を見てどう解釈し、どう落とし込むかを考察する必要があるので、そういった強化

をしていただきたい。 

 それから４層は、地域経営のトップ人材で、これは地方自治体のトップ、ナンバー２、

部局長、それからＤＭＯのトップ、経済界のリーダーという方に長期ビジョンをつくって

いただく。 

 こういうのが重層的にできることによって、先ほど言ったような仕組みができてくると

いうことです。これまではそういった幹部層の方を育成するプログラムはなかったように

見えるのですが、今年我々のほうでそのコンテンツ基盤をつくっております。 

 実践としては、沖縄で未来観光戦略フォーラムみたいなことをつくっていただいて、こ

この学習方法で書いてあるような構造でされるといいのかなという気がいたします。 

 最後、ＤＸ・ＡＩは佐竹さんのほうで詳しく話されると思いますが、これからＡＩ変革

の変化自体に対応できる人材が多分重層的に必要です。上のジェネレーションからミドル、

下までが必要です。今後は競争相手、ブランドの定義、プロモーション設計が変わってく

るところで、今言ったスタッフ、マネージャー、経営者、各層で新たな知見が必要ですけ

ど、ここで大事なのは、ＡＩにどう読まれるかというＡＩ可視化というのが重要になって
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いますけど、同時に人間にも刺さらなければいけないです。 

 次のジェネレーションに必要なのは、まずはＡＩ可視化対応ですけど、人に刺さるとい

うことの両立がどうできるかで、これをそもそも意識されてる人はほとんどいないし、方

法論もないのですが、そういったことを最初に意識していただくとよいと思います。 

 最後です。観光振興協会でつくったビジョンがありまして、これは政策的なビジョンと、

それから若者、人材をどうとっていくかということで、若者のキャリアをどう育成してい

くかを、次の13ページにお示ししています。 

 「観光で生きるという選択」。成長していくキャリアパターンというのは、一つは現場で

深めていくパターンと、もう一つは現場から役職ポジションとして成長していくというパ

ターンがありまして、そういった二つのパターンのキャリアがあって、これを促進するよ

うなことを意識したプログラムになるといいのではないのかなということで、ちょうどお

時間かと思います。かなり爆速で消化不良なところがあるかと思いますが、一旦ここまで

とさせていただきます。ありがとうございました。 

○宮平座長  ありがとうございました。お時間を守っていただいて、非常に心強い限り

でございます。 

 続きまして佐竹様、よろしくお願いいたします。 

佐竹 正範氏 一般社団法人沖縄やんばるＤＭＯ ＣＭＯ 

 佐竹です。どうぞよろしくお願いします。 

 前職も含めてお会いできたらうれしいなと思う方もいらっしゃったのですが、台風で行

けずに残念です。 

 早速、自分からはＤＸという領域で、ある種の事例の共有になろうかと思いますが、説

明させていただきます。 

 現在、沖縄やんばるＤＭＯのＣＭＯとしてこの４月から着任させていただいています。

その前に５年間、福井県の観光連盟でＤＭＯの運営をやらせていただいておりまして、今

も少しだけ絡んでいるのですが、そこでいろんなデータの活用をチャレンジしてきている

ので、その辺を共有させていただければと思います。 

 最初に、稼ぐ観光という言葉がよく使われていますが、その定義というか、認識の共有

から入っていくのですが、よく自分のところにも相談が来るのですが、稼ぐ観光をやれと

言われたと、よく自分が言っているのは、主語は誰ですかということを問わせていただい

ております。地域が稼ぐ観光、行政が稼ぐ観光、ＤＭＯなり観光協会が稼ぐ観光なのか。
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もしくは民間事業者が稼ぐ観光なのかというところを問わせていただいております。福井

でやってきたところは、主語は地域の民間事業者だと理解してやってきています。 

 ４ページ、観光に関わるような言葉を並べてみているのですが、左に行けば行くほど地

域にお金が落ちますし、右に行けば行くほど地域にお金が落ちないんです。一方で右側の

ほうは、人を集めてくる装置としてはものすごく重要なものになっていまして、両方が必

要になってくるということです。 

 ５ページ、右側が集客ポイントと言われるもの、左側が地域にお金を落とすキャッシュ

ポイントと自分の中では整理しながらやってきました。 

 集客ポイントは、かなりの時間が必要だったり、ある種制度的に整えていくようなもの

もあったり、あとはすごく投資が必要なところがあって、ここの部分こそ行政が中心とな

ってやっていく領域で、キャッシュポイントのほうは行政が金もうけできないので民間が

やるところで、民間がやるキャッシュポイントをいかに支援できるかにテクノロジーを活

用して取り組んできているところです。 

 ７ページ、観光の中にポジショニングというマーケティングの考え方を当てはめてみる

んですけれども、ゴール設定をしながら現状把握をして、この間にはギャップがあります

ので、ギャップの裏返しを戦略といって、そこに戦略にひもづいたアクションをつくって

いって、ＰＤＣＡを回していく。 

 そうすると、今ある現状があるべき姿に寄っていくところですが、実は観光の領域とい

うのは現状の把握がものすごく難しい領域でして、そもそも国に観光業という業種がない

ので、統計がそもそもないんです。とはいえ、現場の観光の事業者からすると、どこから

どんな人が来ているのかという情報がないと、どんな人向けに商品をつくっていいのか、

プロモーションしていいのかが分からないという意味では、現状の把握がとても重要にな

ってくる。 

 10ページ、統計がない観光の世界でいかに実態を把握するかというところで、データの

収集の領域としていろんなものが上がっていますが、ほぼほぼないので、データをつくる

ところから福井ではチャレンジをしました。それをできる限りオープンデータという形で

公開をしていて、それを可視化して使うことができるＦＴＡＳという仕組みをつくって活

用していったと。よりリアルタイムなデータを収集して、タイムリーにＰＤＣＡを回すと

いうような環境づくりをしてきました。 

 11ページ、その一つが、宿泊の実態プラスこの先90日分の宿泊予約の状況をエリア全体
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でどうなっているかということを可視化して、これを見ながら宿泊事業者はダイナミック

プライシングをやってみたり、周辺の事業者は週末の入込みの状況を見ながら仕入れや人

の手配をやったり、その周りの観光協会であれば、先々の予約の状況を見ながら、この辺

でプロモーションが必要かもねという判断をする形で、エリア全体で活用するようなもの

をやっていたりします。 

 12ページ、どうやって収集しているのかというと、各宿泊施設の宿泊予約管理をされて

いるＰＭＳというシステム、それが入っているパソコンにＲＰＡ型のロボットを入れて、

これが１日１回夜中にＣＳＶのデータを送ると。それをガチャッとまとめたものをオープ

ンデータ化するということで、ここで１個１個の宿の情報は見えない状態になるというこ

とで、それをグラフで見れるようなものをつくっていくということでやっていました。 

 13ページ、同じように福井県には恐竜博物館という集客装置がありますが、そこもコロ

ナ以降予約制になりましたので、予約の状況も可視化するということをやってきました。 

 14ページ、一方、データの収集のところでは、大きいところではアンケートを実施して

おりまして、今福井県内は90のエリア、400か所ぐらいにＱＲコード付きのポスターを置か

せてもらっていまして、ＱＲコードを読み取ってアンケートに答えるとプレゼントが当た

るというようなものをやっています。直近のデータをこの前見てみたのですが、10万件ぐ

らいのデータにはなっていまして、これらデータを翌日には分析できるような、そんなツ

ールをつくって提供しています。 

 16ページ、ここで主にやってきているのは、観光客の満足度に対するコメントや、来訪

意向とか推奨意向、そういったものに対するコメントも全て公開をしています。この中に、

もちろんやっかみみたいなコメントも入るのですが、中にはものすごく本質的な課題を指

摘してくれているコメントも入ってきます。それらを基に現場、現場で解決していくこと

で、地域の観光の満足度を上げていきましょうというような働きかけをしてきていました。

あとは、データを基にしていろんなＤＭＯ、旅館組合、観光協会、そういうところで戦略

立案に活用をしてきています。 

 18ページ、このようにして、ポジショニングの現状把握のところをプレイヤー支援とい

う形で実施をしているというようなところです。 

 ある種の稼ぐ観光のためのマーケティング環境の提供ということかと思っています。こ

れを通して観光客の満足度をいかに上げていくかというチャレンジをしているというとこ

ろです。 
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 20ページ、以前からオープンデータとして公開しているデータを基に、最近のＡＩを活

用していろんなツール類をつくってみました。 

 21ページ、一つは分析レポートです。観光事業者の方々にいろんなデータを見てと言っ

てもなかなか時間がないというところもあるので、ＡＩで分析してしまって、それをメー

ルでお送りするというような仕組みをつくったり、あとは観光客向けに、福井を観光しよ

うと思うのだけど、50代の夫婦２人でみたいなこと入れると、過去のデータから満足度と

か推奨意向を鑑みながら、ＡＩが、あなたにとってはこのルートがいいんじゃないですか

というような、レコメンドエンジンみたいなものもつくってみたりしています。 

 23ページ、自分がいろいろＤＸを考える上で、３層構造で物事を考えてきたんですが、

一番上の青い領域というのがフロントエンドと言われるサービスレイヤーです。アプリと

かホームページの領域です。ここを実現するためには、その下側にいろんなデータベース

が必要です。データベースがきれいに整っていれば整っているほど、フロントサイドでの

サービスが充実していくというような形になっています。 

 さらに一番下、マーケティングデータというのが先ほどのアンケートとか実態把握のデ

ータになります。これを５年前からずっとやってきたのですが、真ん中のところは観光地

のファクトデータベース、下のマーケティングデータは観光客の嗜好性のデータベース。

これをいかにきれいに整えていくかというところで、フロントサイド、今まではウェブサ

イトやアプリというものでしたが、これからはここがＡＩになっていくというふうに自分

は考えていまして、いかにＡＩが活用しやすいデータベースを構築していくのかが勝負か

と思っています。これをＡＩがやってくれることというのが、コンサルティングの自動化

とかツーリズム体験のレコメンドの最適化ということかなと思っています。 

 25ページ、オープンデータ＋ＡＩという活用のフェーズにきているかと思っていまして、

福井でも今チャレンジして、沖縄でもチャレンジしようとしていますが、オープンデータ

になったアンケートデータをＡＩに与えると、ブランド構築のプラン作成というのは１時

間ほどでサクッとやったり、もしくは観光戦略も１時間程度でサクッとＡＩであればつく

ってきてしまうんです。配付資料の中のＵＲＬがありますので、参考までに今後見ていた

だければと思います。 

 29ページ、これらを通して自分がやってきたのは、オープンデータによるエリアマネジ

メントの挑戦ということかと思っていまして、キーワードはデータをできる限りオープン

にしていくオープンデータ、オープンソース、オープンロジックと。ある種、民間側のデ
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ータと公共のデータをできる限り共有して、共有の財産化をしていくということかと思っ

ています。 

 30ページ、真ん中にデータのＦＴＡＳというものがあるとするならば、左下からデータ

の提供が観光客や民間のプレイヤーからあって、それをテクノロジーによって見える化し

て、それを活用して民間のプレイヤーの方々がコンテンツをつくったり、行政の方が制度

設計をする。それを連盟、ＤＭＯみたいなところがＰＲしていくと。ある種、生態系みた

いなものをイメージしながらやってきたというのがこれまでです。 

 32ページ、こんなことをやっていたら観光の国際学会で共有していただいたり、２年前

ですか、Ｇ７の中で観光大臣の初会合があり、その中で福井のことが取り上げられたり、

今年度に入ってもスマートシティという領域でも国際学会で発表されるというようなこと

が起こっています。 

 37ページ以降、こういうことを今後やんばるでもやっていこうと思って、昨年度から既

に展開しているのですが、今Ｙａｍ―Ｄ(やんでぃ)というサイトをつくって、この中にデ

ータを収集しています。沖縄県北部12市町村の中で昨年度試行的にアンケートを実施して、

6,000件のデータがたまっていまして、これも自由に皆さんが見られるようになっていま

す。４月から再度アンケートのキャンペーンを開始しておりますので、今2,000件弱ぐらい

既に集まっています。これを数万件レベルに持っていくとかなり細かく、市町村別とか、

もっと細かい観光地エリア別、もしくは年代別、世帯所得別でも見られますし、どこから

来ているかということでもいろいろ見ることができるツール類を充実していきたいと思っ

ています。 

 もう一つ、宿泊実態調査にも取り組んでいまして、ＯＴＡサイトのクローリングデータ

を活用して、どのエリアはどれぐらいの稼働率があるかとか、平均の客単価はどれぐらい

かとか、そんなことも見えるようなツールも今開発をしていっているところです。 

 40ページ、沖縄でもできる限りオープンデータ化して、それをいろんな方々と一緒にＡ

Ｉも活用して、２年ほどでは福井を超えていくようなものをつくっていきたいと思ってい

るところです。 

 41ページ、新たな取組として、今やんばるというエリアをプロモーションしていく上で

のブランドコンセプトをつくろうと思っています。その流れの中で左側、まず外部から来

られた方々のアンケートデータがありますから、それを基にＡＩがこの地域のブランドコ

ンセプトをもう既にサクッとつくってくれています。 
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 一方で、右のほうです。地域の内側の思い、誇りみたいなものもＡＩを活用して可視化

していく準備をしていまして、これらを合わせてブランドコンセプトをつくるというチャ

レンジをしていこうと思っています。 

 できる限りデータを共有しながら、エリアマネジメントにチャレンジしていくというこ

とをやっていこうとしているところです。 

 事例共有を含めての報告でした。ありがとうございました。 

・自由討議 

○宮平座長  佐竹様、ありがとうございました。 

 ここで観光についての自由討議、質疑応答に移りたいと思います。 

 先ほどの御講演も御参考にいたしながら自由に御意見をいただければと思います。 

 なお、沖縄県及び内閣府の説明や御講演の内容に御質問のある場合も併せてお願いした

いと思います。 

 議論の参考となりますけれども、内閣府において第43回沖縄振興審議会における主な意

見を資料10にまとめておりますので、必要に応じて御参照ください。 

 時間の関係もございますので、１回の発言は２分程度におまとめいただいて、御発話を

よろしくお願いいたします。 

 また、御発言の際にはＷｅｂｅｘの挙手機能を用いて事務局までお知らせください。そ

こから私たちのほうでコントロールしたいと思います。 

 では、與座委員、よろしくお願いします。 

○與座委員  ありがとうございます。日本旅行業協会沖縄支部の與座でございます。 

 今日はオンラインということですが、池上先生、それからやんばるＤＭＯの佐竹様のプ

レゼン、大変ありがとうございました。私、今日はリアルでぜひお会いしたかったです。

それぐらい私が考えていたことが、今日池上先生からもお話をいただけて、すごく勇気づ

けられました。 

 先ほど、沖縄県さんや内閣府さんから人材育成・確保支援についての過去の事業をいろ

いろ御説明いただきました。我が社でもお世話になった部分がありますが、どうしても単

発的といいますか、そういうことになりがち、もちろんお金が限られてのことですので、

そういう中で何とかして、以前この会議の席で、ぜひ沖縄に観光版のＯＩＳＴをつくって

いただきたいということをお話しさせていただいたことがありますが、池上先生のアイデ

アは、僕はまさにそれに当たるのではないかと思っております。 
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 例えば、こどもの頃から教育をしていくというお話も、実は沖縄県観光コンベンション

ビューローなどで観光教育教本などを作ったりしているんですが、なかなか実際に取り入

れることができていない。もともとのカリキュラムを飛び越してまでするということがで

きないとか、いろいろな弊害があって行われていないということから、そういったことを

考えても、今先生がおっしゃっていたようなアイデア、観光アカデミー的なものをぜひ創

設していただいて、まずは沖縄で最新の先進事例をつくっていただいて、いつかは観光教

育のメッカとして沖縄が選ばれて、世界中から観光教育を学びに来る人たちができるとい

う流れをぜひつくっていただければと思っておりますので、今日申し上げようと思ってい

た私の意見も今の中に含まれていますので、例えば最近ザル経済の観点から、ホテルなど

もどんどん外国の資本に買収されたりする沖縄資本のホテルが続出している中で、いかに

沖縄にお金を残すかということを考えたときに、沖縄に人材をいかに残すかという観点で

考えていかなければならないと思っていますので、そういうことから池上先生がおっしゃ

ったようなアイデアをぜひ国のほうでも御検討いただいて、我々地元の民間でも全面的に

お手伝いさせていただきたいと思っておりますので、ぜひ御一考いただければと思います。 

 また、やんばるＤＭＯのほうにつきましても、中村靖さん、昔から大変懇意にしていた

だいておりますので、やんばるＤＭＯで福井の知見をぜひ広めていただいて、沖縄各地に

あるＤＭＯの先進事例になっていただいて、ＤＭＯも沖縄が先頭を切っているという状態

にしていきたいと思いますので、ぜひよろしくお願いしたいと思います。ひとまず以上で

す。 

○宮平座長  ありがとうございました。 

 池上先生、よろしくお願いします。 

○池上氏  與座さん、ありがとうございます。 

 こども向けに落としていくというところで、実はこれは結構難しいところがありまして、

地域ごとに合わせた方法論が幾つかあるんです。沖縄は沖縄の文脈に合わせたこども教育

の進め方というのがあるはずなので、こうすべきとは一概には言えないのですが、これも

いろんなところでやっておりまして、例えば高校みたいなところからジワジワとしみ出し

でやっていくといいと。その場合、総合の時間を使ったパッケージを使って落とし込んで

いくほうがいい場合があります。ほかの進め方もありまして、沖縄の状況を教えていただ

いたら、こういう進め方でやっていくほうがいいというのがありますので、それが１点で

す。 
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 それから、アカデミーをつくるときというのは、我々はそういった御協力をさせていた

だくことはあるのですが、スタートのために受け皿がないといけないので、ローカルの地

域の大学に２人コアになる先生がおられるとスタートができるということがあって、今北

海道では北大にそういった先生がおられて、そこからスタート、お話しするみたいなこと

があったりします。これも進め方の方法論がありますので、機会がございましたら、今言

った方向でこういうのがありますよというのを実例とともにお話しできればというふうに

思います。 

○宮平座長  ありがとうございました。 

 佐竹さん、お願いします。 

○佐竹氏  こどものところの取組は、僕は小中学校のふるさと学習みたいなものを入れ

てやるのがいいかなと。観光客が来たとして君たちの地域は何をＰＲしますかと。それを

まとめてくださいみたいな、そんなものでいいと思いますが、そうすると地域の価値をこ

どもたちが探しにいく活動になるので、それが本当に観光人材につながるんじゃないかと

思います。 

 もう一つ、アカデミーのほうについては、ぜひ北部をそういう学びのフィールドにして

やっていただけると、一緒に我々もやれるとありがたいなと思いました。ありがとうござ

います。 

○宮平座長  ありがとうございました。 

 それでは次、小野委員お願いします。発言は２分以内にお願いいたします。 

○小野委員  観点が違ったら申し訳ないですが、観光ＤＸを今拝見しておりますと、プ

ロモーションとか予約システムとか発信のほうに力が入れられているかと思うのですが、

私は都市計画の観点で観光等を楽しく見ているのですが、やはり回転が速い。「るるぶ」と

かも、景観でどういうところが切り取られているのかを連続で見ていると、例えば、海中

道路であったり、本当にそれこそ手の上に乗るスイーツになってしまったりという形で、

もともとＳＮＳが発達する前は京都の町並みとか、タウンスケープ、景観行政でやってき

たような長期的な視点とかが観光をプッシュアップするという形で連携していたのが、今

はすごく映えスポットみたいな形になって、写真を撮るために局所的に集中して混雑した

りということが生じているので、観光ＤＸとか観光ＤＭＯが持っている情報みたいなもの

を、今話題提供の中でも共有するというような形の話、データの接続という提言があった

んですけど、同じようにやっていただきたいということと、あと空間管理という時空に関
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して観光ＤＸが持っているものというのを、都市計画とか景観行政のほうに接続していた

だけたらいいかなと思って話を聞いておりました。簡潔にまとめますとそういった状況で

す。 

○池上氏  ありがとうございます。 

 まさにそのとおりで、日本観光振興協会の観光ＤＸ検定の中級編のテキストを依頼され

て今検討しているのですが、そこで言っているのが、まさに今先生がおっしゃられたこと

が現状の課題で、観光ＤＸの定義自体を見直していかないといけないのではないのかとい

うところから入っていこうかと思っています。 

 ただ、現状は多分おっしゃるとおりの問題があって、我々もそう思っています。課題と

しては認知されていて、一部ではそれに対応しなければいけない。ＤＸというのは二つあ

って、定性的に、デジタルで可変領域が増えたことを前提に戦略的にどうしていきたいか

を変革するというＤＸが上位にあった上で、それを可能ならしめるツールとしてのＤＸに

なっていきます。そもそもＤＸの定義というもの自体変えていく中で、方法論というのが

実は今２層になり、戦略の部分がその中になる。なので、さっき観光だけではなくてエリ

アをどうマネージするかとセットでなければいけないというのが小野先生のお話だと思う

のですが、それをするための方法論、ナレッジ共有、連携ができていない事例を多く見て

います。先ほど５レイヤーでやらなければいけないというときの上層のレイヤーに一緒に

学んでいただくというのは、今小野先生が言ったことを実行するために必要なのです。そ

れがないと、観光の縦軸と地域の横軸というのが連携しなくなってしまうので、そういっ

たところを入れていかないといけないです。なかなか難しいのですが、方向性としてはイ

エスだと思います。佐竹さんにシフトしたいと思います。 

○佐竹氏  少しだけお伝えすると、観光の現場でやるに当たって、行政がやっている調

査が、国、県、市町村がやっているものはデータが出てくるのに１年かかったり、宿泊統

計調査も２か月前のデータとか、もう遅いんです。そんな遅いデータで民間事業者がやっ

ていたら死んでしまうので、できるだけリアルタイム化するということが重要だと思って

自分はやってきました。 

 福井の事例などを見ていると、今は議会でも使われていたり、行政の人が議会対応で質

問に対して答える際に、データをサクサク見ながら、この１か月間はこんな状況でしたみ

たいな使われ方もしていて、一部都市設計にも使われ始めていたりするので、やはりオー

プンデータ化するということが重要かと思っています。 
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○池上氏  佐竹さんと僕の間に１個間がありまして、ＤＭＰとかデータをつくるという

こと自体、目的化する傾向が結構今あります。 

 佐竹さんは、意識的に何が目的かということをちゃんと位置づけて、そこから必要なデ

ータを取っていくというアプローチを取られる珍しい方なので、目的設定をし、そこから

データをつくる。だからＤＭＰをつくること自体を目的化しないんです。ここがすごく大

事です。 

○佐竹氏  データは手段ですよね。データとかＤＭＰは手段です。ＤＸ自体が手段です

から。 

○池上氏  その前提のところに、今小野先生が言われたものが目的としてちゃんと入る

ということを明示しなければいけないというのは、多分僕と佐竹さんの間に入る話なんで

す。 

○宮平座長  ありがとうございました。 

 続きまして鯨本委員、よろしくお願いします。 

○鯨本委員  すばらしいお話をありがとうございました。佐竹さん、お久しぶりでござ

います。 

 観光分野で、産業振興として本当に最新の手段を御紹介いただきまして、とても優れた

観点で私自身すごく充実した学びをいただきました。ありがとうございます。 

 全てのこの振興審議会の議論というのは、沖縄の方々を幸せにするものであるというと

ころを目的にされていると思っております。 

 今観光の話をされていたのですが、この後、農林水産のお話もあると思っているのです

が、観光という分野でも沖縄の課題となっているものとか、例えば沖縄自体が幸せに生き

続けるために必要を確保するようなものになってほしいと思っていたりするのですが、例

えば観光を振興することによって本来沖縄の方々が食べるものがなくなってしまうとか、

そういうことにつながらないといいなと思っているところではあります。 

 そこで重要な問いとしては、佐竹さんがこだわられているような目的の部分だと思って

いまして、全ての取組が島の方々をどれぐらい幸せにしているのかと思っています。 

 そうすると最初に島の方々というか、地元の方々がどう考えられているのかということ

をどう集めるかだと思うのです。さっき観光のお客様の方々のアンケートとかを集められ

ているということもありましたが、私たちも離島経済新聞というところで島の方々、地元

の方々の声を集めることが多くありまして、届くことも多くあります。フォーマルな会議
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とか取材とかアンケートではなくて、日常的な飲み会とか雑談などで膨大に集まってくる

のです。 

 ＳＮＳにもいろんな声はあるのですが、ＳＮＳはどうしてもネガティブな、文句を言い

たいこととかが上がってくる傾向があるので、本質的に大事な地元の方の声というのは集

めにくいのかなとも思っています。 

 観光振興というのが地元の方も本当に幸せにするものとして、地元の方の声をどういう

ふうに集めるのがいいか、集めようとされているのか、何かその辺でヒントがあればいた

だきたいと思いました。お願いします。 

○宮平座長  では、池上先生、地元の方の意見、生の声をどう集めるかと云う点につい

てお答えいただければと思います。 

○池上氏  これは実は佐竹さんと福井で一緒にやったので佐竹さんもよく御存じなの

ですが、デジタル等のデータとリアルの情報とがミックスしている必要があります。 

 僕も直接リアルデータを集めますし、ワークショップもやり、ヒアリングもやります。

例えば街頭に行って外国人250人ぐらい直接インタビューをしたりとか、その方とワーク

ショップをやったりする。これにデジタルのデータとクロス確認します。 

 私の役割はどちらかというと俯瞰的に見るほうなのです。佐竹さんはもう少しさらに、

いい意味でベタで現在進行形のデータに入っていく役割と思います。この両方がある中の

交点の中で見えてくるのではないかなという気がしまして、佐竹さんと情報交換をしたら、

これはかぶっているね、イエスだね、違うねみたいに、そういうクロスチェックをしてい

くという、俯瞰的なものとベタな現場感のミックスかと。 

 ただ、俯瞰的なところで見るときも、地元の人と直接話をする、ワークショップをする、

データを取る際に、同じことを両方ですると一見重複して非効率に見えるのですが、その

かぶりというものであぶり出すのが大事かなというふうに思います。 

○宮平座長  ありがとうございました。 

○佐竹氏  先ほど一番最後に使ったスライドの右側の部分がまさに地元の人たちの意

見を吸い取るというところなのですが、今はとりあえず７月中に４回、５回ぐらいはワー

クショップを開きながら地元の意見を聞き取ることをやろうと思っています。 

 ＡＩで今つくっていっているので、ＡＩとチャットしながら自分の中の思いみたいな、

誇りみたいなものを可視化していくＡＩをつくっているのですが、例えばここだとジャン

グリアがあったり、美ら海水族館があったり、いろんなホテル事業者もいたり、いろいろ



 29

なところにこれを持って行ってチャットしてもらうみたいなことをやって、声を集めよう

かと。 

 あと、やっぱり飲み会は大事ですよね。ベタなその中からいろんな情報が来ますので、

僕も毎日飲み歩いていますが、そういうことかと思っています。以上です。 

○鯨本委員  ありがとうございます。 

○宮平座長  では次、玉城委員、よろしくお願いします。 

○玉城委員  おはようございます。玉城直美と申します。私は大学の教員を早期退職し

て、今は社会起業家としてＳＤＧｓ、平和教育、そしてジェンダー平等など、いろいろ教

材開発をしたり、ワークショップを開いたり、あとは平和ガイドの育成事業などを県から

受託させてもらっています。 

 昨年、戦後80年のときに、そもそも沖縄観光は、慰霊として県外から人が来ることによ

って始まったと知ったんです。 

 先ほど池上先生のお話も、佐竹さんのお話もすごく私は感動しましたし、佐竹さんのパ

ワーポイントで、４ページの観光というものが、自然、歴史、体験、食事、宿泊と、左に

いけばいくほどお金が落ちていく。ただ自然であったり歴史というものが非常に大事で、

そこがないとまず観光というものは成り立たないといったときに、より沖縄らしい、ある

種の田舎であったり、やんばるであったり、離島地域とか、また伝統芸能をしっかりやっ

ている子たちとか、あと平和ガイドの皆さんとか、そういう分野で食べていけないという

のが一番きついのではないかというのがあって、離島に行けば行くほど、今小さな離島周

りをさせてもらっているんですけど、最もやりたくない分野が観光分野というふうに結構

若者が言ってしまう。 

 ここで暮らせないから、島を出てちゃんとした会社に勤めるほうがいいと親も思って、

本人も思っているというところが、ウチナーンチュとして何も言える立場じゃないと思う

と、観光人材を育てる、観光分野という業種がそもそもないと言われるように、沖縄のコ

ンテンツはすごくリッチだし、外からそれを求めてくるのに、でもそこの人たちが食べら

れないという悪循環の構造でいうと、観光分野とか観光人材を育てると、あまりそこに特

化するというより、私たちの生き方そのものがよそからすごく愛されるもので、どんな分

野にいても、ある種観光につながる。観光と特化せずにそれぞれの分野が実は世界につな

がれるぐらいリッチなリソースの中で自分たちは生きているんだと、そこで世界とつなが

りたい人、日本とつながりたい人というところで、何か軸をつくっていくことができない
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のかと、ずっと最近思っていて、というのも、平和ガイドの方々が、その分野で経済を回

せるだけの状況になっているかというと、ほとんどなっていないというのがあって、なの

で、オープンデータなども、そういった方々にぜひ活用してほしい。例えば代理店とかコ

ンサルタントですとか旅行業者だけではないお金の潤い方というか、本当にまさにザルじ

ゃない、この最も大事なところをつくっている方々にどうお金を落としていけるのかとい

うところも含めて考えていくことが非常に重要ではないかと思いました。以上です。 

○池上氏  これはすごく大事なポイントで、もし不適切に感じられる方がいらしたら申

し訳ないですが、アカデミックにどう見えているのかということをお話ししておくと、ダ

ークツーリズムという概念があって、過去にあった悲惨な出来事というものをツーリズム

の資源・題材にしていくということがあって、これは一つの正式な手法として認知されて

います。 

 ロシアでいうとチェルノブイリの原発の事故近隣ツアーというところで、１回100万円

ぐらいで課金していることもあるのですが、アカデミックの世界では、日本でのダークツ

ーリズムの２大拠点というのは、例えば広島と沖縄と言われています。広島の場合は、ト

ランスフォーマティブ・フューチャー・オリエンテッド・ダークツーリズムと言われてい

て、未来志向であると。過去の悲劇というものを未来の行動変容や国際課題の解決に結び

つけることを割と重視した形のツーリズムということで分類されるんです。 

 沖縄は、それでいくと、メモリアル・オリエンテッド・ダークツーリズムと言われてい

まして、記憶継承型、地域の歴史、犠牲者の経験を継承して、平和の重要性を理解すると

いうことを重視するんだけれども、あまり未来に開いているダークツーリズムというふう

にカテゴライズされてないんです。 

 ごめんなさい。学者が机上の空論で言っていると聞いていただければよいですが、どっ

ちのほうが比較的収益化しやすいかというと、一般的には未来に開いている型のほうが収

益化しやすいと言われています。もし、そういう平和ガイドの方が収益化していこうとい

う場合、実はダークツーリズムというのはとても重要なマグネットなんです。インパクト

が強いから。そのポジションを少し変えていくことによってより収益が取りやすくなる。 

 だから、これは地域の方がしたいかしたくないかということによるので、今、これをし

ろという話ではなくて、アカデミックには分類があって、そういう傾向がありますという

お話だけお伝えします。 

○宮平座長  ありがとうございます。 
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 次、宇佐川委員、よろしくお願いします。２分以内でお願いいたします。 

○宇佐川委員  池上先生、佐竹さん、本当に示唆に富むお話をありがとうございました。 

 特に、沖縄版観光ＯＩＳＴをぜひ創設していただきたいと思いますし、私自身も参加し

たいと思いました。 

 特に、５層のうち上位３層が有機的につながることが重要だと感じています。 

 自己紹介が遅れましたが、私はリクルートで人材関連業務に携わっており、現在もＤＭ

Ｏの方々と一緒に、観光人材、特に宿泊人材の確保に取り組んでいます。 

 １点相談させてください。ここ最近、企業側は一定程度稼げるようになってきています。

宿泊でも需要が高まり、単価も上がっています。一方で、その収益の従業員還元、賃金や

何よりも労働環境が思うように変わっていないと感じています。 

 現在、大量の求人があり、多業界・多職種間での人材確保競争が激しくなっていますが、

宿泊・飲食関連は、新卒・若い方の入職が多いにもかかわらず、異業種へ転職する割合が

高い状況にあります。同業種内転職ではなく、業界外へ流出していくのです。こうした流

出を抑えるには、収益を活用し、いかに従業員の労働条件や環境改善につなげていくか。

その中でも、観光産業では当たり前とされがちな、土日休みにくいこと、長期休暇が取り

にくいこと、夜間勤務も一定程度必要になることなどは、現在の労働市場では不利な要素

となっています。 

 こうした不利な条件をただちになくすべきだと言っているわけではありません。それに

見合うだけの価値やフィードバックをどのように提供していくかについて、経営者や地域

産業全体で磨いていく必要があると考えています。その点について、何か良い方法があれ

ばご教示いただきたいです。 

○池上氏  今ちょうどその課題に対する定性調査をしている段階で、もうちょっとで定

量調査に進めるはずなんですけど。旅館甲子園の優勝旅館等の従業員の定着率が上がって、

サービスの評判のいいところとそうじゃないところの比較をしたときに、定性的な仮説の

段階なんですけど、経営者がどのくらいＢＳ、ＰＬ、ＣＦの経営会計をどのぐらいちゃん

と分かっているかということでかなり差がついているんじゃないのかと思われます。今の

ところまだ数十件程度の定性的仮説ですけど、そこが非常に大きいと。 

 旧来型の売上げ至上主義、あとフィルレート至上主義でいっているところはなかなか従

業員還元しない傾向があります。企業会計は旅館とちょっと違うんですけども、ＢＳ／Ｐ

Ｌ／ＣＦの三つがきっちり分かっているか分かってないかというのが実は結構分水嶺なの
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ではないかという気が現時点ではしています。 

 なので、そこをきっちり学んでいただくだけで、今言った課題が、特に今だとむちゃく

ちゃ解決している傾向を見ていますが、これは定量的に見ていかないと断言できないので、

今これは仮説です。 

○宮平座長  佐竹さん、お願いします。 

○佐竹氏  ちょっと抽象度が高くなりますけれども、東北の震災以降の復興の支援とか、

あとこの10年ぐらいいろんな地方に関わらせてもらってすごく思っているのは、これまで

の時代、極端に言うと、ホワイトカラーの人たちが東京に集中しすぎていて、地方はブル

ーカラー中心の地域になっていて、ホワイトカラーの人たちが地方にもう一回入り直す。

まさに、ここの会議にいらっしゃるような方々が中央にいるのではなくて、現場に降りる

ということが必要なんじゃないかなと。そういうふうにして、現場の経営のスキル、ベー

スを上げていくみたいな、これが必要かなと思います。 

○宇佐川委員  ありがとうございます。佐竹さんのような方が各地域にいらっしゃると

よいのだと感じました。 

○宮平座長  時間の都合上、もうお一人にさせていただきたいのですが、最後に富田委

員よろしくお願いします。 

○富田委員  ありがとうございます。 

 私は今スペインのバルセロナにおりまして、今、午前３時過ぎです。数時間前までサグ

ラダ・ファミリアでの琉球芸能の公演を終えたところです。すごく多くのお客様にお越し

いただいて、本当に皆様からもものすごい感動の声をいただきまして、琉球舞踊と歌三線

と空手の演武をお楽しみいただきました。 

 中嶋審議官からも沖縄の強みを最大限に生かして発展していくというお話もいただきま

したけれども、文化はその中核にあるんだなという気持ちを新たにしたところです。 

 サグラダ・ファミリアは、ガウディ今年没後100年ですけれども、自分が生きている間に

完成しない、でも後世の人たちを信じて完成を目指すというようなこと。その前で琉球芸

能をやったときに、伝えられてきた沖縄の芸能みたいなところにある、うちなーんちゅが

大切にしてきたものは何なのかなというのをすごく強く感じました。 

 今日も稼ぐ観光というお話もたくさんいただいておりますけれども、きちんと目的を設

定して、データをきちんと集めて、そして段階を踏んで進んでいくということで、これま

でも文化観光をどうコンテンツ化していくか、様々なチャレンジをしているんですけども、
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例えば収益化が難しいとか、収益化してもそれ自体が目的になってしまって、実際に文化

に携わる人材とか、本当に苦労して文化を継承している地域に循環するところまでなかな

かいかないんですよね。循環型で成功している文化観光は本当に事例が少ないととても思

っていて、ついついエンジンを持つと稼ぐことに走りがちなんですけれども、同時にどう

守っていくかということで、今稼ぐことだけが目的ではなくて、例えば100年後に沖縄観光

が消費されて沖縄文化というのがなくなってしまうということではなくて、本当に世界に

ここにしかないユニークな沖縄の文化、大切にしているものが、今よりももっと豊かにな

って、うちなーんちゅも世界からいらっしゃる観光客の皆さんも一緒に享受できるように

するためにはどうしたらいいのか。私たち文化に携わる側だけでは、答えが簡単には出な

いとすごく思っているので、今日は佐竹先生もいらっしゃいますし、それから池上先生か

らもお話をいただいたんですけれども、稼ぐことだけではなくて、こうして守り育てて必

ず循環するんだという、循環型にいくために大切なことって何なのかというのをぜひ、す

みません抽象的な話であれなんですけれども、ぜひ伺いたいと思いました。 

○宮平座長  では佐竹さんからいきますか。よろしくお願いします。 

○佐竹氏  まさにやんばるのＤＭＯも、そこに向けて今頑張っていこうとして立ち上が

っています。やっぱり自分も、一度なくすと取り戻せないようなものをいかに守るかが勝

負だと思っていますし、そのために観光を手段として使うというふうに考えています。自

分は、観光自体も結局は地域の発展にとって手段なんだと思うんですよ。なので、そこも

一緒に実は考えて行かせてもらえるとありがたいなというふうに思っているところです。

やんばるのＤＭＯがやろうとしているのは、保護と振興、これを両立させていくというチ

ャレンジをしていく。このチャレンジこそが、世界最先端の事例になっていくんじゃない

かなという思いでこれからやっていきます。すみません、一緒にやりましょう。 

○富田委員  ありがとうございます。 

○池上氏  今、共有見えますか。 

 これはさっきの話で、まさにカルチャーというのは資源としてじゃなくて、人の中核に

置くという概念を認識してもらうのが大事で、それをするためには重層的ですと。だから、

一番最初にお伝えしました。これが、文化の適切な活用に対してのスタートライン、ただ

時間がかかるので重層的にしなければいけない。これが１点です。 

 それからもう１個は、実を言うと世界中で文化をどうやって資源化するかという確立さ

れた方法論というのはないんですよ。なので、大学で今やっているのは、私が書いている
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本はまさにそれですけれども、コンテンツマネジメントの実践テキストというのを書いて

いるのは、よくよく見るとその方法論は構築し得ると思います。ただ調査をしてみて分か

ったのは、世界中に文化・コンテンツの適切な収益化のフレームワークはなかったという

ことが分かったので、今そこのプロの方とどうやったら持続的に文化価値という意味を資

源化し、きちっと維持・拡張できるかということを相談しています。 

 今のところ世界中にないので、もしそれを日本でつくって発信できれば、それが沖縄の

最大の魅力になって人を引きつける。要は文化であり、人材育成であり、これがセットに

なってというのは最初のメッセージです。今おっしゃっていただいたところが極めて重要

ですね。 

 世界的な評価でも、World Economic ForumでやっているTravel&Tourism Development 

Indexで、日本がなんで世界ランキング３位になっているかというと、日本の潜在的な文化

価値が世界でもトップレベルに高いんです。ただ、それが最も活用されていないと海外か

らは言われているところなので、ぜひそこはやっていただけるといいかなと思いました。

以上です。 

○宮平座長  ありがとうございました。 

 他の委員からも挙手があったのですが、時間の都合上、割愛させていただきます。 

 御質問等は事務局で預からせていただいて、佐竹先生、池上先生にお送りしますので、

御協力をまたよろしくお願いしたいと思います。 

 御講演の池上先生、佐竹様ありがとうございました。 

 ５分の休憩を挟みたいと思います。10時43分にはお席にお戻りいただきたいと思います。 

 それでは休憩に移りたいと思います、よろしくお願いいたします。 

(午前10時38分 休憩) 

(午前10時43分 再開) 

○宮平座長  それでは続いて農業について有識者からの御意見と討論等に移りたいと

思います。 

 株式会社日本総合研究所創発戦略センターチーフスペシャリストの三輪泰史様及び沖縄

セルラー電話株式会社ビジネスデザイン本部副本部長アグリ＆マルシェ事業部部長の加賀

武史様より御講話を頂戴したいと思います。 

 それでは、三輪様よろしくお願いいたします。 

三輪 泰史氏 株式会社日本総合研究所創発戦略センター チーフスペシャリスト 
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 ただいま御紹介いただきました、日本総合研究所の三輪と申します。本日は現地に行け

ず大変残念でございます。私もいろんなプロジェクトを県内でやらせていただいておりま

して、年に何度も沖縄に行かせていただいておりますので、別の機会に皆様に御挨拶でき

ればなと思っております。 

 本日、先ほど県及び内閣府からも県内の農業、現在の様々なプロジェクト、進捗を御報

告いただいたと思いますが、県の特徴・特性を踏まえた形で二つ、今日はブランド戦略と

スマート農業の導入戦略についてお話をさせていただければと思います。 

 次のページ、お願いいたします。 

 簡単に自己紹介させていただければと思っております。 

 日本総研のシンクタンクで農業分野の統括をしておりまして、もともと専門分野として

は農業ビジネスの立ち上げが専門でございます。これまでスマート農業、農業ロボットの

会社を立ち上げたり、農産物ブランディングの会社を立ち上げたりという形でやっており

ます。 

 また、農水省の官民ファンドの社外取締役でございましたり、島根県の農業法人の理事

を務めたりということで、経営側に参画をさせていただいております。 

 あとは政府の委員を数多く拝命しておりまして、先日退任をいたしましたが農水省の食

料・農業・農村政策審議会の審議員を８年半ほど務めさせていただいておりまして、農業

基本法の改正を担当したり、あとは沖縄県との関わりのところですと、甘味資源部会の部

会長あとは畜産部会の部会長をさせていただいておりまして、サトウキビであったり牛豚

の全体戦略であったり、様々な審議会としての承認事項を担当させていただきました。 

 現在審議会には専門委員として残っておりまして、スマート農業部会の専門委員として

スマート農業戦略統括のお手伝いをさせていただいております。 

 あとは国の研究機関であります農研機構のフェローでございましたり、沖縄県でも実施

されておりますが、全国で展開しているスマート農業実証という農水省のプロジェクトが

ありまして、その部会長も担当させていただいております。 

 それでは次のページお願いします。 

 こちらは参考までに、年に大体１冊ペースで本を書いておりますので、もし県内で御関

心ある方がおられましたら御紹介いただければ幸いでございます。 

 次のページお願いします。 

 まず、先ほどお話しいただいたところと重複する部分もあるかと思いますが、しっかり
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絞ってお話できればと思います。今回ブランディングとスマート農業の御提言をさせてい

ただこうと思った背景の部分で、特に全国以上に、沖縄県は基幹的農業従事者いわゆる農

業人口が、急速に減少しているというところでございます。その中で、ここ 25 年で３分の

１ということも書かせていただきました。これもさらに減っていくという見通しが出てい

ますので、まずは今の生産規模だったり、供給力をどう維持するのかというのが急務にな

っているというところでございます。 

 先ほど観光のときに委員の皆様から御意見が出ておりましたが、それを農業分野でいき

ますと、沖縄県の農業は大きく二つ方策が必要でして、一つはある程度手頃な値段で、皆

様が普通に買える値段で安定的にいかに県内に供給していくか、地産地消です。もう一つ

が国内の観光客もしくはインバウンドの方を含めて外から来ていただく方々に対して、付

加価値をより高めて、もっとありていに言うと高く買ってもらう。それによって農家の方々

の収益を上げるかというこの二つをはっきり分けた上でやっていくということが必要にな

っているというところでございます。 

 ということで、沖縄の気候であったり地元の特産品、地元固有の品種、あとは観光とい

う強みとの連携というのがある一方で、農地面積が限られていたり、大消費地に遠いので、

どんどん北海道であったり熊本、鹿児島のように安定的に大量の物を出していくものでは

ない、ここを踏まえた上での今日のお話になります。 

 次のページお願いします。 

 まず一つ目が、農産物のブランド戦略でございます。 

 次のページお願いします。 

 農産物のブランドは単にブランドの名前をつけてキャッチコピーをつければいいという

わけではなくて、左側にありますように一般的にいくと、まず強みの見極め、それをどう

客観的に選んでいくかという企画とか基準が大事になります。それを踏まえた上で、やっ

とネーミングとかロゴというものがあって、プロモーションがあるというところです。今

沖縄県からもプロモーションのお話をいただきましたが、まずその①、②の部分を改めて

しっかりとやっていくということが大事になってきます。 

 沖縄県は、私もたびたび行かせていただいている中でいくと、固有の品種、固有のブラ

ンドというのは非常に強みがあります。御案内の通り、アグー（あぐー）、片仮名と平仮名

で使い分けがちゃんとなされておりますが、であったり、牛肉だったり、熱帯フルーツ、

島野菜、島らっきょうというものがあります。 
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 一方でブランドの価値源泉に行きますと、栽培方法であったり、環境配慮とか地域への

ストーリー、いろんなものがありますので、どちらかというと大変、僭越な言い方になり

ますが、品種であったり沖縄ブランドというところに少し依存しすぎていて、まだまだ伸

ばせる部分がたくさんあるのかなというふうに感じております。 

 次のページお願いします。 

 他県の事例から沖縄でより今後チャンスがあるところをお話しできればと思います。 

 今全国的に見ると、地域内の資源循環型、サーキュラーエコノミー型の農産物のブラン

ディングというのが非常に盛んになっています。これは背景としては、もちろんブランド

価値を高めるというのがあるのですが、それに加えて最近の資源高、肥料の値段であった

り化学農薬の値段が上がっていったりしている中で、地元の資源を極力うまく使っていこ

うというような取組になっています。 

 左下の愛媛県のみかんたまご、これは地元の特産品であるみかんの皮などの残渣を餌に

あげることによって、餌代が下がるというのもありますし、栄養価が高まる。あとは病気

になりにくいとかといったメリットが出てきます。私が実際お手伝いしたところが、真ん

中の鹿児島県桜島のカンパチです。こちらは地元の焼酎かすです。鹿児島のトップブラン

ド、名前は控えさせていただきますけれども、トップオブトップの焼酎のかすを混ぜる。

これによって血行がよくなって病気に強くなる、あとは臭みが減るとか肉質が改善される

という、単に餌を地元の余ったもので置き換えるのではなく、こういうみかんたまごであ

ったりカンパチというのは、餌の置き換えプラスそれによって品質が上がる。さらには地

元のストーリーが伝えられる、例えば鹿児島のカンパチですと、お店では、このカンパチ

とその元になっている焼酎をセットにしながらメニューとして出していく。こういうこと

ができていまして、右側のこれは京野菜、これはカニ殻を使った堆肥で京野菜などを育て

て、最終的には蟹と一緒に鍋で出てくるといった、こういう地元の循環、資源の循環そし

て地元のプレイヤーのつながりということが価値原資になっている例です。 

 次のページお願いします。 

 今そういうことを申し上げたのですが、実は沖縄県内、私も実際いろいろ見させていた

だいてお手伝いしている中でたくさん事例はあります。一番下の本部の牛、トップブラン

ドですけれども、こちらはビールかすとか糖蜜を餌に混ぜて牛の品質を上げていると。そ

こから出てくる牛糞を今度は堆肥として農作物の栽培に使うという循環が行われています

し、ほかにも島野菜×バガスであったり、糖蜜で豚の品質を上げるとか、パイナップルで
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豚を育てる。これも先ほど申し上げたように、それぞれ餌代を減らすという単純な話では

なくて、それによって肉質がよくなるとか、野菜が美味しくなるプラスアルファがあるわ

けです。 

 まずここで一つまだ十分に生かせていないのが、先ほどの京野菜、この元になったブラ

ンドと新たに生まれたブランドの組み合わせでのマーケティングとか、それによる外食の

メニュー開発といったところは、やはり他県に比べると少し遅れている部分はあると思い

ますので、これからのポイントかと思っています。 

 あともう一つだけ、甘味資源部会長をやらせていただいた観点でいくと、このバガスや

糖蜜を使うと、沖縄×サトウキビというのは最終商品でアピールできる好機なんです。精

糖だとほかのものと混ぜる形になりますので、黒糖については沖縄県の何々島の黒糖と当

然あるのですが、精糖になった時点で沖縄県産というのは、原則ほとんど出てこない形に

なりますので、せっかくサトウキビ畑を見た後に最終消費商品につながらないというのを、

実はこういう島野菜だったり、豚とか牛というところで、あのサトウキビからこういうい

い野菜や畜産物が出ているんですよというお話ができるというのがポイントになります。 

 次のページお願いします。 

 その中でいくと、今のような新しい取組を輪としてつなげていくプラスそれを最終的に

価値として届ける、もしくはそこをリピーターとしてファンになっていただくという形に

なりますと、外食であったり、加工食品、特にお土産のところと連携が大事になってきま

す。 

 なので、その場で食べるものプラスさらに持って帰ってもらう。それから、さらにＳＮ

Ｓなどを使ってほかの方に伝わっていくという、国内外ともにそういう多重的、多層的な

仕掛けが必要になってきますので、そこのところは県などでリードできる部分なのかと。

マッチングをやられていますがそこにこういう観点を加えると、よりブランド化につなが

ると。 

 一つだけ。ふるさと納税を今起点に新たなファンを創出するとか、こういう資源循環の

取組を応援するというドアノックとして使っている事例が増えてきましたので、県内でも

一つお勧めできるかと思っています。 

 次のページお願いします。 

 今ブランディングのお話しをしました。次はスマート農業のお話をさせていただければ

と思います。 
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 次のページをお願いします。 

 これからのスマート農業、私も審議会の委員としてもしくは農研機構のフェローとして

いつも申し上げているのですが、10 年経ったらスマート農業という言葉は恐らくなくなる

と思います。それぐらい当たり前のものになるんですね。 

 例えば自動車のハイブリッドみたいなエコカーや自動ブレーキがどんどん標準化されて、

例えばブレーキだと、今はそれがない新車は珍しいような形になっています。同じように

スマート農業というのは、今最先端の中で注目されているのですが、これが当たり前にな

ります。 

 匠の目、頭脳、手という、これまでベテラン農家の方々が、自分たちで農地の状況、作

物の状況を見てそれを判断して、手で動かしていたところに対して、先ほど申し上げたよ

うに農業人口ががくんと減っていく。しかも世代間の断絶がありますので、ノウハウも途

切れてしまうことに対して、ＩｏＴとかＡＩとかをいかに使っていくかということが本格

化しております。 

 次のページお願いします。 

 私も県内の農業者の方とよくお話をすると、やっぱり北海道でしょう、新潟でしょうと

よくおっしゃるんですね。実際そうだと思います。私がスマート農業で政府の委員をやり

始めた当初は、自動運転のトラクターの大きなものだけが入っていく形だったのですが、

今はそこから、この数年、３年ほどは中小規模の圃場で使える、もしくは沖縄の県内、特

に有人離島を含めて島しょ部でも使えるような技術に農水省も重点を置いて、どんどんい

ろんなものが開発されてきました。 

 左上はサトウキビのスマート農業技術でございます。右上は私が開発に携わった多機能

型の小型農業ロボット、左側はアイガモロボット、右下がドローンです。こういうものは

大規模の圃場というよりは、中小規模の圃場でしっかり価値が発揮できるものですので、

県内の農業者の方々の事情によく合致したものだと。 

 右上が私どもが開発をしてきた多目的ロボットです。例えば野菜と果樹で農薬散布に使

うとか、運搬に使うとか、除草に使うとかいろいろな機能に使うことができますので、小

さな農家の方でも複数人で１台をシェアして使っていただくような事例というのが想定さ

れるのかと思っております。 

 次のページお願いします。 

 ＡＩが近年非常に発達しております。先ほどの匠の目と頭と手でいきますと、匠の頭の
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部分です。数年前までは、農業でＡＩが使われ始めたけれども、まだまだ発展途上ですと

いうお話をさせていただいていたのですが、この１年で農業界というよりは、世の中全般

の生成ＡＩやＡＩエージェントの技術革新を踏まえて、一気に農業分野でも使えるように

なってきました。 

 初期は画像を撮って、病気の診断であったり雑草の診断ということ、もしくは畜産分野

でいきますと、牛、豚、鳥の動きであったり、病気の発見に使われていたのですが、今は

ノウハウ丸ごと、もしくは経営全体をＡＩでサポートするような動きが出てきています。 

 私が引っ張っているプロジェクトですと、農業のＡＩエージェントサービス「V-farmers」

がございまして、右側にあるようなアプリで、農作業の方が、今日はこういう状況になっ

ているけれども、こういう時はどうすればいいのとしゃべると、それに対してチャットで

写真とかを含めて栽培の方法を教えてくれたり、過去の成功や過去の失敗事例などを教え

てくれたりします。これはベテラン農家の方はこういうものは必要ないですが、新しく就

農された若手の方や、最近の農業法人ですと外国人の人材の方々や、スポットバイトのよ

うなその日限りのバイトの方もおられますので、そういう経験豊富でない方に対して、こ

ういうＡＩでの作業指示、作業支援ということをやりますと即戦力でやってもらえるとい

うようなところになってきます。 

 少し応用系として、観光農園とか体験農園でこういうものを使うというプロジェクトと

も今検討が進められています。ちなみに、多言語対応で、現在は５か国語で提供しており

ます。私が理事をやっている農業法人は、インドネシアの方が多いのでインドネシア語で

これを使っていただいています。 

 次のページお願いします。 

 スマート農業を導入するとき、農家の方に常にお伝えしているのが、単に効率化のため

だけにスマート農業を使うというともったいない。もっと言うと収益面でコストが非常に

おもしになるということをお伝えしています。 

 それに加えて環境に優しい農業、ドローンで状況を把握してピンポイントに農薬、肥料

を散布するという形になりますと、肥料代、農薬代も下がりますし、環境負荷も下がりま

す。それによって国の食料安全保障にも貢献するという一石三鳥のようなモデルが今どん

どん出てきています。先ほどのアイガモロボットもそうです。やはり効率化以外の付加価

値であったりの効果を、どう巻き込んだ上でスマート農業の使い方を考えるかというのが

ポイントになってきます。 
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 最後のページをお願いいたします。 

 ここでポイントになっているのが、とはいえスマート農業、スマート農機は高い、難し

くて使えないよねという方が非常に多いと思います。私もおっしゃるとおりだと思ってい

ます。一家に一台スマート農機というのは難しい。その中でどう普及するかというところ

で、私が政策立案のお手伝いさせていただいた農業支援サービスという新しい政策があり

まして、これはスマート農機を持たない、使えない農家でもスマートな農家になれるとい

う仕組みです。何かというと、地元の事業者例えばドローンの散布代行するような企業は

今全国に出てきていますので、そこにモニタリングもお願いする。農薬散布もお願いする。

しかも 1 件の農家がそちらにお願いするのではなくて、地域の 10 件 20 件まとめてお願い

するとかなり低コストで作業代行をしてくれます。もしくは、ロボットなどを使って、収

穫の代行をしてくれたり、もしくはスマート農機を使える人材を派遣してくれたりもあり

ます。これからは自分がスマート農機を買うというだけではなくて、地域でみんなで使っ

ていく。もしくは外のプレイヤーにお願いするということを含めて全体戦略を考えていく

ことが普及の大きな追い風になっていくというふうに考えております。 

 それではちょうどお時間になりましたので、私からの御説明は以上とさせていただけれ

ばと思います。ありがとうございました。 

○宮平座長  ありがとうございました。続きまして、加賀様よろしくお願いいたします。 

加賀 武史氏 

沖縄セルラー電話株式会社ビジネスデザイン本部副本部長アグリ＆マルシェ事業部 部長 

 沖縄セルラーの加賀です。よろしくお願いします。 

 台風が来ると私はマンゴーがどうなるかとか、自分のところの植物工場が停電したら大

変だなとか、いろいろ心配がよぎる中で、我々は沖縄セルラー電話ということで、KDDI の

子会社の通信会社なのですけれども新規事業でもう農業を 10 年ぐらいやっています。 

 今回の発表は、沖縄の企業が新規事業で農業やってみてどうだったみたいな資料で恐縮

なのですが、その中自治体の皆様や農家の皆様を巻き込んでやってきたところに気づきが

あればと思っております。 

 次のスライドをお願いします。 

 １枚目、２枚目は農水省様の資料が非常によかったので、それをそのまま掲載しており

ます。これを沖縄でいくとどうなのかと、一番分かりやすく言えばサトウキビのハーベス

ターは昔から沖縄は使っていると思いますけれども、そういったものをさらに自動運転の
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高性能化とか、最近ドローンの散布を我々もやらせていただいています。そういったドロ

ーンの活用ですとか、あとはＷＡＧＲＩにも参画させていただいて、データ利活用がメイ

ンになってきます。 

 次のスライドお願いします。 

 それをもう少し分解して見ていきますと、自動操舵システムは、過去の機械をハンドル

だけ変えて 100 万、200 万ぐらいで自動運転できるようなものがあったりしますし、水の

管理とかドローンとかはあります。ビニールハウスの環境制御システムも後付けとか外付

けとかいろいろありますけれども、データを取るだけではなくて環境を制御をすることに

よって収量が増えるということをやりたいという農家さんから、直接お話を伺っている中

で多いです。 

 次のスライドお願いします。 

 今我々が事業の中で考えているスマート農業の範囲例なのですが、これも展示会で農業

Week というのが毎年ありますけれども、こちらの図が非常に分かりやすいので使用させて

いただいています。スマート農業といっても、鳥獣被害とかアクアポニックス、物流、６

次化、いろいろ入ってきますが、鳥獣被害、スマート農業、植物工場を含めて我々は取り

組んでおります。 

 次のスライドお願いします。 

 こちらはスマート農業の効果で、農業の課題とどのようなことができるかの記載です。

実際に自分たちでも農業をやっている中、農家さんとよくお話しする中で、スマート農業

はデータを取ることに結構一生懸命になっていて、そのデータをどう使うかがなかなかう

まくできてないところがあると思います。あとは一番分かりやすいのが省人化で、見回り

に行かなくて済むようになったとか、ドローンで散布みたいなそういったところが現状多

いと思っております。 

 次お願いします。 

 ドローンの活用事例です。今農研センターさんと一緒に農薬だけではなくてサトウキビ

の除草とかそういった実証とかもやらせていただいています。あとは水稲ですと生育の具

合もドローンで見ることができます。航空衛星写真よりも制度が良いのでドローンでやっ

たらいいのではないかと思っています。 

 最後の５番は特殊ですが、今クマとか全国的にはあると思うのですけれども、沖縄も結

構、獣害がありまして、実際に自治体さんにキジとかクジャクとか、そういった獣害を見
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るために、夜間生息地を見るために、サーモグラフィーを持ったドローンで巣を見つけて

退治するみたいなこともやろうとしています。 

 次のページお願いします。 

 スマート農業ＩｏＴと自動操舵の具体的な例で商品名を出させていただいていますけれ

ども、沖縄南部の自治体様には採用いただいていて、これは携帯ではなくてＬＰＷＡとい

う省電力の通信を使用しているのですが、ほぼその自治体さん全体をエリアにしています。

これはセンサーがバッテリーを積んでいるから可能なのです。ハウスでは電気工事とか面

倒ですし、結構お金がかかるので、置くだけでスマート農業のセンシングができるという

ことで、非常に農家さんからも好評です。 

 右は自動操舵、ハンドルを交換するだけで使用できるタイプで、これは石垣の米農家さ

んで使っていただいております。 

 次のページお願いします。 

 我々はもともと植物工場からスマート農業の分野に入っていきまして、離島や本島のお

客様、自治体さんが中心なのですがこれぐらい納品させていただいております。 

 先に、次の次のページお願いします。 

 課題としては、台風で夏場は台風が来ると船が止まって、離島には物が入らなくなりま

す。あとは暑さで葉物が作れなくなり、過去に南大東村さんで北海道産のレタスが１個

1,350 円まで値上がりしました。それを何とかできないかというところで、植物コンテナ

に、植物工場の技術を切り出してパッケージ化して納入させていただきました。 

 次のページお願いします。 

 植物工場はＬＥＤで栽培していますので、ホウレン草とかキュウリ、トマトは苦手です。

もともと台風が来るから冷凍コンテナという発想だったのですが、どうしてもホウレン草

とか、トマト、キュウリを作りたいということで、耐風性ビニルハウスを南大東村さんに

納入させていただいて、その１週間後に風速 70ｍの台風が直撃しました。一応ハウスの固

定の仕方をしっかりした結果、何事もなく台風をしのげまして、ホウレン草、キュウリ、

トマトも沖縄の離島でも年中作れるところまできております。 

 戻っていただいて８ページお願いします。 

 コストのお話を伺いたいという御意見をいただきまして、あくまで過去実績ベースとか

参考値ということで、金額だけが一人歩きしないようにできればお願いしたいところです

が、今離島の植物コンテナの導入コストは大体 5,000 万円ぐらいで納入しております。こ
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れは本当に工事から何から何まで含めてです。それでどれだけ生産できて、売り上げがど

れだけかというところをやっています。下に条件を書いています。大体今全国的に植物工

場のレタスの価格は、卸売さんを通さないで直接ユーザー様にお届けで１キロ 1,000 円ぐ

らいです。我々も 1,000 円以上、最高値 1,700 円とか 1,500 円で販売させていただいてい

ますが、割とそこは価値を認めていただいています。それこそ始めた十何年前というのは、

植物工場レタス一株100gないようなところとかも多かったと思うのですが、今は１株200g

程度のレタスは作れますし、狙ってやれば 300g ぐらいまではできますので、確かに電気代

がかかって、収支が悪いのじゃないかと思われるかもしれないですが、かなり生産技術も

上がってきているという現状です。 

 11 ページお願いします。 

 まさに今日台風で、先ほど申し上げたとおり、栽培の難しい環境にあります。 

12 ページお願いします。 

 値段が乱高下するということと、市場に物が入らなくなるところで非常に県外産に頼っ

ている状況を何とかしたいというところで、我々の新規事業が始まりました。 

 次のページお願いします。 

 これは 12 年ぐらい前に、会社の役員会で新規事業を何か考えろと言われたときに、植物

工場をやりたいですと言ったときのスライドです。 

 最初は私も工場で作業していました。作業をして販売までやっていたのですけれども、

農家さんに普及させたいと思っていたのですが、設備投資が重かったので、今は自治体様、

企業様でやりたいところにやっていただくというところで、植物工場の装置販売は進めて

おります。 

 次のページお願いします。 

 概要です。通信会社なので、通信を生かした遠隔監視や制御はやっています。 

 イチゴは世界的にアメリカで Oishii さんが有名ではありますが、実は我々も結構な規

模を昔からやっていまして、大体今最大で１日 5,000 粒×365 日ぐらいの収量をやってお

ります。あとはレタスの植物工場ですとかプラント販売、スマート農業をやっております。 

 次のページをお願いします。 

 ブランディングは、もともとは、イチゴがケーキ屋さんの希望で各ケーキ屋さん各々Ｓ・

Ｍ・Ｌがいいとかあって、なかなか需要と供給がマッチングしないこともあったのですが、

無駄にできないと思いまして、瞬間冷凍機を購入して販売したところ非常に評判がよかっ
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たです。我々のイチゴの工場が北部の大宜味村にありますので、周りの農家さん、結構大

規模なマンゴー農家さんとか、パイナップル事業者さんがいらっしゃって、Ｂ級品とかを

買っていただけないかというような相談をいただいていたので、購入させていただいて、

今資料の写真の真ん中に自動皮むき機があるのですが、自動皮むき機で皮をむいて瞬間冷

凍してしまえば、マンゴーの皮に黒点が出ても関係ないですし、パイナップルのＢ級品と

いっても冠がないとか、二つあるとかそれぐらいのものなので、買取によりうまく農家さ

んの所得向上とブランディングまではいかないですけれども、そういった価値の向上をや

ってきました。この「ひめぎみ」は、沖縄紅型の箱を使ってすごくおいしいマンゴーをた

くさん我々で調達させていただいて、東京だと伊勢丹さんにも出させていただいて販売を

しております。 

 次のページお願いします。 

 加工の次に、沖縄のメーカーさんと一緒に商品開発をしたり、自社のＥＣサイトもあり

ますので、ふるさと納税とかも活用して自分たちで加工もやって６次化もやってきたとい

う内容です。 

 次のページお願いします。 

 10 年間農業をやってみてどうだったということを素直に書いています。やっぱりまだＡ

Ｉとかの活用で、もう少し安価でも効果の上がる仕組みはできるのではないかと思ってい

るのと、ドローンや自動運転はまだまだ普及できそうかなと思っています。 

 農家さんの反応ですが、省力化というのは先ほど申し上げたように一番分かりやすいの

ですが、それが金額換算でどうなるかということがまだ不明確というところと、先ほどの

ＩｏＴのセンサーで、データを取って、その後の農家さんからも収量とかハウス環境制御、

水やりのデータも全部もらって、本当に同じ規模の農家さんで同じ品目でデータを比較し

て、篤農家さんと新人農家さんでこれぐらい収量の差ができますみたいな取組もやってい

ます。こういうふうにハウスの環境制御をしたらたくさんできますというところをお示し

していきたいということと、もう少しスマート農業を気軽に試せるようなところがあれば

と思っております。 

 次のページお願いします。 

 偉そうに提言を書いているのですが、過去に農水省さんの事業を受託していく中で、経

済同友会とか自治体の方に見ていただいたりしていました。実際にスマート農業は、沖縄

から展示会に行くのも大変ですし、実際にスマート農業機器が動いてきちんと活躍してい
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るかどうか、うまくいっているかどうかを見ないと農家さんもなかなか導入しにくいと思

います。そういう場が欲しいと思って、今糸満市さんの糸満観光農園を指定管理させてい

ただいていますが、まだまだ整備が追いついていないので、そういう取組も頑張っていき

たいと思っています。 

 あと加工は、今沖縄で販売しているドライフルーツは恐らく沖縄産があっても県外で１

回加工して戻ってきたものなので、非常に価格が高いです。ですので、そういった加工設

備も沖縄に充実させたいとは思っています。そもそもの目的であった農家さんに植物工場

をやっていただきたいということでいくと、インキュベート施設とか、そういった補助事

業がもう少し豊富にあったらなと思っております。 

 ありがとうございました。 

・自由討議 

○宮平座長  加賀様ありがとうございました。 

 それでは、農業についての自由討議と質疑応答に移りたいと思います。 

 質問のある方は挙手をお願いしたいと思います。それでは鯨本さんよろしくお願いしま

す。 

○鯨本委員  スマート農業に私自身も期待することがたくさんあったので、大変参考に

なりました、ありがとうございました。 

 スマート農業という手段も含めて質問したいのですけれども、その前に大きな話ですけ

れども背景をお示しすると、この振興審議会は沖縄の21世紀ビジョンの中心にある、安心

安全で幸福が実現できる島の形成ということが目指されていると思っていまして、そこで

本当に最重要なのが水と食料だと思っているので、農林水産は本当に一番大事だと思って

います。 

 沖縄は本島含めて離島で、本当に水と食料が自給できないと生きていけないんですよね。

だから世界情勢とか大災害にとても弱いと理解しています。 

 今の現代人は味覚が肥えていますので、過酷な環境に置かれたら多分その辺の物が食べ

られなくて、餓死するんだと思うんですね。沖縄の離島を含めて、食べられなくなった、

その土地の中で養えなくなった結果、人減らしの政策が行われたような歴史というのもた

くさん残っています。 

 また政策でそういうことを防ぐんですけれども、例えば下手をすると奄美群島で昔やっ

ていた黒糖地獄みたいな感じで、サトウキビは育っているんだけれども、地元民が飢える
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みたいな形になります。なので、離島経済は本当に気をつけないと植民地経済になりやす

いので、そういった歴史も繰り返さないというところを考えると、この農林水産の戦略と

いうところの優先順位というのは、まず島の方々が飢えずに資源が枯渇しないことだと思

っていまして、その上で外貨も稼いでいくことだと思っています。 

 また、今は物流で沖縄の方々も外の物をいただいていますし、沖縄の物を外に流してい

るんですけれども、それが途絶えたときには島の需要を目指すような感じで、災害に強い

農林水産とか食料自給の体制をつくることが大事なのかと思っています。 

 そこで、島の人が飢えないことを主語としたときに、どのような農林水産戦略があると

よいかということと、私も今農林水産省の甘味資源部会に入らせていただいているので日

本総研の三輪さんに伺いたいと思っているのが、サトウキビの糖価調整制度は本当に厳し

い状態にあると伺っていますので、もしこの糖価調整制度が崩れた場合って、サトウキビ

農家の皆さんが何かに転換しなければいけないですよね。そのときにどのような戦略が考

えられるんだろうかということです。 

 あとは、これは皆さんではないかもしれないですけれども、物流問題として、今の船員

不足とか燃料費コスト増というところで、本当にあちこちの船が減便になっているんです

ね。それによって、農産物の出荷に影響が出ているという状態が増えているので、農林水

産を支えるための物流支援というのはどうあるべきかということを教えていただきたいで

す。質問が多いですがお願いします。 

○宮平座長  最初にサトウキビの糖価調整制度について三輪さんに質問がありました

けれども、御存じでしたらよろしくお願いします。 

○三輪氏  それでは、食料安全保障の御質問も併せてまず御回答させていただければと

思っています。 

 農水省の食料安全保障アドバイザリーボードの委員をやらせていただいておりまして、

その中で沖縄を含めた島しょ部などの食料安全保障の検討も一緒にやらせていただいてい

ます。 

 大きく二つで、一つは今ある農地をいかに維持していくか。ただそれだけだと日本全体、

沖縄県もそうですが、自給率が非常に低い状態にありますので、それだけではいざという

ときに外からの食料供給が断絶してしまったときには、本当に供給ができない状況になり

ます。なので、維持するというのが最低限のラインで、それプラス今ある農地でいかに効

率的に多くのものを作っていくかが必要になってきていまして、その中で行くと、先ほど
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御紹介したようなスマート農業であったり、最近、例えばお米でいくと多収品種といって

面積辺りの収穫量が３割多い、４割多いといったものが出てきています。そういうのをい

かに積極的に導入していくかということ。 

 先ほどセルラーさんからお話がありました植物工場の狭い面積で安定的に作れる。少し

高いけれども安全保障の観点も含めると、実はトータルで行くとメリットがあるんじゃな

いか。こういうものをいかに組み合わせていくかということがポイントになってくると思

います。 

 ただ、置かれている状況は非常に厳しいです。特に資材を含めて、外からの物流が止ま

るといった状況になると、厳しい状況になっていくことは間違いないところかと思います。

直接解決策があるというわけではないですが、農地をいかに減らさないか、そこでいかに

効率的に作るかという二つがポイントであることを改めてお伝えさせていただきました。 

 あと糖価調整制度は、いわゆる砂糖勘定が大赤字でして、元は私が部会長で今は小針さ

んが部会長ですが、私が部会長のときにやらせていただいたのは、北海道側のてん菜の生

産量を削減するというところでした。かなり厳しい御意見がありましたし、今回のサトウ

キビの制度を御存じない方もおられると思いますが、糖価調整制度というのは、海外から

輸入される砂糖とか砂糖関連の商品に、いわゆる平たく言うと関税をかけて、その関税を

国内の砂糖産業、それはサトウキビ農家であったり砂糖大根、てん菜の農家であったり、

もしくは砂糖の工場のほうに補助金として分配する仕組みです。砂糖の輸入量がどんどん

減ってきている。あと人工甘味料とかが増えているというところで、その財源がなくなっ

て大赤字になって困った。それでまず北海道が手を打ったんです。砂糖大根の量を減らす

という仕組みと製糖工場をいくつか閉めました。 

 そのときに議論になっていたのは、北海道は地域の産業とあとは輪作体系、様々なもの

をローテーションで作る中のてん菜の重要性、逆に言うとリプレイス、置換可能性につい

て議論したんです。 

 一方でサトウキビは置き換えが非常に難しい。特に有人離島のところでいくと、国家安

全保障、防衛の観点も含めてになりますので、その時点ではサトウキビにはタッチしない、

北海道に御納得いただいて減らしたところです。今、御指摘いただいたように、今後は恐

らく沖縄であったり奄美の砂糖生産のところも絞らないといけない状況が出てくると思い

ますので、あのときに一番問題になったのは、まさに台風もそうですが、あとは人が非常

に少ない、労働力が限られている中でサトウキビのように安定的に、語弊はありますが比
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較的楽に作れるものの代替品がなかった。北海道ですと、てん菜の代わりに、例えばそこ

に豆を入れましょうとか、最近だと落花生を作りましょうみたいなことができているんで

すけれども、沖縄はそれがなかった。そこの部分を今研究開発でいろんな取組をされてい

ますので、そこを早めに実際の商業段階に持っていくというのが大事なのかなというふう

に思っています。 

 本当に糖価調整制度がずっとこのまま手厚く、手厚いかどうか分かりませんけれども、

サポートいただけることを前提に、サトウキビ産業を考えるのは少し危険かなと思ってい

ますので、そこはぜひ部会の中でもいろんな御知見を御披露いただいて、御提言いただけ

ればと思っております。 

○鯨本委員  ありがとうございます。 

○宮平座長  島の人の農業についても御質問があったように聞いていたんですけれど

も、鯨本さん、その件についてはお答えをいただきましょうか。 

○鯨本委員  大丈夫です。ほかの方もあると思うので。 

○宮平座長  分かりました。 

 では喜屋武委員よろしくお願いします。 

○喜屋武委員  ゲストスピーカーの皆様、貴重な御意見を賜り誠にありがとうございま

す。 

 グッジョブおきなわプロジェクトの喜屋武と申します。小・中学校、大学のキャリア教

育と、探求・ＰＢＬ学習の支援をしています。また以前、南大東島のサトウキビのラム酒

製造販売の事業可能性調査から５年間関わっておりましたので、先ほどの沖縄セルラーの

加賀さんのお話を伺いとても心が踊りました。ありがとうございます。 

 先ほど日本総合研究所三輪様のお話の中で、県内特産品の価値は高まっているけれども

農業就業人口が四半世紀で３分の１になっている資料を拝見して、次世代の担い手の育成

が重要であることを改めて感じました。 

 沖縄県には、農業系の専門学科コースを設置している高校が６校ございます。生徒たち

は実習を通して、農業のすばらしさ、やりがいを感じながら技術を学んでいます。彼らが

育てた食肉や卵、加工品は質も高くとても好評で、例えば若鳥のローストチキンは1,000円

台、新鮮な卵は100円台で販売されるため、学校主催の販売会は地域の方々が列をなす大盛

況のイベントとなっています。 

 皆様は、彼らの農場実習の原資が生徒たちが販売する成果物の売上げのみに依存してい



 50

ることを御存じでしょうか。各校年間1,000万円以上かかる実習費用内訳として、種苗代、

家畜の餌代、飼育小屋の水道光熱費、トラクターなどの大型農機具の修理、購入代をその

売上の中で賄わなければいけないとのことです。農業成果物は予測不能で、豊作もあれば

気候変動等で取れ高が変わります。外的要因で生徒たちの学びの機会を失うのはいかがな

ものかと思っています。 

 現役の農家さんも昨今の中東情勢で、餌代、燃料高等のあおりを受けていることを考え

ると、生徒たちの学びに負の影響を与えることは間違いないと思っています。 

 先の大戦で絶滅したアグー豚の復活も、今では大手企業さんも沖縄で展開しているコー

ヒー豆の栽培も、沖縄の農林高校で学ぶ生徒たちの挑戦から始まりました。かつてのよう

に高校教育の中で新しい、今日のスマート農業のようなことに挑戦しようと思っても失敗

したら、今やっている実習資金に影響を与えかねないかと思うと、学校や先生方は躊躇し

ている様子です。 

 今御紹介しました農林高校における課題は、教育機関や生徒に背負わせるものではなく、

沖縄県の産業教育、次世代育成の仕組みそのものを見直す警鐘と捉えるべきではないかと

考えています。 

 このあと、先端医療の分野について創薬事業の情報提供をいただけるとのことですが、

今現在輸入に頼っている漢方薬の植物原料また保険適用薬のヘパリンも豚由来ということ

ですので、沖縄産の高品質、原材料の可能性は広がりますし、生産者育成も視野に入れて

高校の産業教育との連携も可能ではないかと思います。 

 池上先生の御提言にもありましたように、農業分野においても0層、1層に対する人材育

成の施策を次期振興策に反映いただけることを期待いたします。 

 また、本日は専門の皆様がいらっしゃいますし、今日はこの場に農業高校の先生方の思

いを背負ってきていますので、先ほどの課題に対し皆様から御知見、アイデアをいただけ

ればと思います。よろしくお願いします。以上となります。 

○宮平座長  ありがとうございました。 

 どなたか、農業高校の実習費用の賄い方ですね。農業祭で物販してそれで賄っていると

いうことですけれども、うまくやっている方法がありましたらお教え願いたいということ

です。あるいは加賀さんのところで、横展開ができそうな事案がありましたらお願いしま

す。 

○加賀氏  例えば商品開発でいくと６次化と一緒にやるところで、企業からの協賛金で
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すとか、我々のほうで商品を買い取らせていただいたり、ブランディングして高く販売し

て、その金額をレベニューシェアみたいな感じはできるかなと思いました。そもそもの最

初の事情を初めて聞いてちょっと驚いていたので、そこはまた別途お伺いしたいと思いま

した。 

 あんまり回答になってなくてすみません。以上です。 

○宮平座長  三輪さん何かヒントになるような事案があれば。 

○三輪氏  御質問いただいてありがとうございます。 

 まず、現状あまりいい仕組みがないと思いますので、今回の御指摘のとおりの部分だと

思います。一方で、今農水省のスマート農業の実証などの政策を見ていますと、徐々に対

象を広げていまして、県内の大学含めて大学への研究開発のところで、スマート農業実証

など組み込まれていたのですが、直近の事業からは高専まで広がってきています。 

 今までだとなかなか高専の方々、工業系の若手の人材、10代の方を含めて、スマート農

業の開発に関われなかったところに対して特別枠をつくったというのがあります。ぜひ私

のほうからも農水省などにそういう御提言は申し上げたい。具体的に言うと農業大学校と

農業高校です。現場の方々をもっと巻き込んだプロジェクトの枠をつくるとか、そこを加

点して評価するということが必要なのではないかと。ぜひ皆様の代わりに申し上げていき

たいと思っております。新規就農という観点と技術開発の観点の両方だと思いますので、

責任を持ってお伝えできればと思っています。 

○宮平座長  宮城統括監、県のほうでは何かございますか。 

○宮城企画調整統括監  この分野、農林高校が実習で生産した生産物の売払代を実習の

予算に当てているということは全く聞いておりませんでしたので、実際大量に作るわけで

もないものですから、なかなか賄えないと思うんですね。その辺を事実関係は分からない

ですけれども、担当の部署に聞いてみたいと思います。回答になっていませんけれども、

申し訳ありませんが今把握しておりません。 

○喜屋武委員  ありがとうございます。 

○宮平座長  喜屋武委員、そういうことですので引き続き現場の情報提供をよろしくお

願いします。 

 続きまして、本村委員、ご質問をお願いします。 

○本村委員  まず三輪様、加賀様、私にとっても勉強になる、非常に示唆に富むプレゼ

ンをありがとうございました。私から質問させていただきたいと思います。 
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 前提として、私は琉球大学にて社会福祉の学生教育に携わり、こどもの貧困対策と人材

育成に関心があります。その観点からの質問となりますが、農業×福祉というのは、以前

からかなり注目されています。そういう意味で、農業の癒しの部分と今日のお話を聞いて

鯨本委員からもありましたが、しっかりと生産性を上げて食料自給率を上げるという重要

性を改めて感じるとともに、ある意味、島々に多良間村や伊平屋村等に通うなかで、自然

と一体的に先人の知恵が集まっているのが農業の営みかなと思います。もちろんそれが生

産性としてかなり課題があるというところはありつつ、前半の池上先生とか佐竹様の話か

らありました、小中学生のレベルからも地域を知る、地域の誇りを知るという点では、農

業・漁業の中で先人が積み上げてきた各種の知恵が、下手をするとどこに行っても同じよ

うな工場があってというふうになってしまうともったいないのではないか。そのバランス

をどう取るかというところでＤＸとか、お二人実践の中で、誇りあるいは文化としての農

業・漁業をどう生かそうとしているのかを教えていただければありがたく思います。私か

らは以上です。 

○宮平座長  ありがとうございました。 

 これは三輪様、お答えをお願いいたします。 

○三輪氏  ありがとうございます。今まさに御指摘いただいたように、スマート農業、

ＡＩとかＩｏＴとかＤＸが入ることによって、農家の方々の培ってきたもの、そこの技や

思いの部分が消えてしまうというのは一番避けないといけない形だと思います。逆に、そ

ういう形で単に効率化だけ画一化だけするようなスマート農業ですと、農業大国がスマー

ト農業を入れた時点で全部負けてしまうと思います。 

 本当に地域性があって、その中で高品質なものを思いを込めて作って、それを高く評価

してもらう。国内外の消費者に評価してもらうことをいかにスマート農業に落とし込むか。

先ほど御紹介した私のほうでやっておりますＡＩのプロジェクトですが、標準的なマニュ

アルから伝えられる、こういうふうにしたほうがいいですよとか、こういう作業をしてく

ださいというのは半分ぐらいでして、残りの半分は何かというと、地域のベテランの方々、

先輩方の作業の記録とか、あとはその場で２時間時間をいただいて、いろんな工夫を全部

教えてくれと、音声で言ってくれとお伝えして、その方々のものをＡＩに読み込ませてい

くという形なんです。 

 だから先ほどの「V-farmers」は、それぞれの農業者や地域によって、質問に答えること

が全然違うんです。そういう形でまさに農家と農家の架け橋とか、思いをつなげるための
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バトンだといつも農家の方にはお話しています。 

 ＡＩというと、ドライで、工夫というより画一的みたいなイメージになりますけど、そ

ういう器があるからこそ地域でそこに思いを詰めていく。これまでの経験を詰めていくこ

とができるのかなと思います。 

 実際に、大ベテランのおじいちゃん・おばあちゃんに使っていただいたりするのですが、

ＡＩって何か分からなくて怖かったけど、これで自分のこども、孫だけではなくて、地域

で次に農業をやってくれる若い人に自分の工夫とか失敗談を伝えることができるようにな

ったら、自分が引退した後もこの地域に貢献できる、最後の地域貢献だと言っていただい

て、とっつきにくいＡＩにチャレンジしていただいて、そういうところからスマート農業

の中でいくと、特に日本らしい、沖縄らしいスマート農業というところが大事なのかなと

いうふうに思っております。貴重な御意見ありがとうございました。 

○宮平座長  加賀様、お願いします。 

○加賀氏  農福連携のところだけお話しさせていただければと思っています。植物工場

のいいところは、作業環境が快適で作業も切り出しで、単純的な作業と手入れが必要なと

ころと分けられるので、実際弊社でも植物工場に障がい者雇用の取組がもうすぐ開始され

ます。やりたいという方が非常に多い中で、どうやって植物工場や農業に農福連携をして

いくかが今後の課題だと思っております。また別途そういう御報告はさせていただきたい

と思っております。以上です。 

○宮平座長  ありがとうございました。 

 ほかに御質問のある方いらっしゃいますか。 

 千住委員お願いします。 

○千住委員  私は琉球大学工学部に所属していまして、エネルギー関係のことをやって

おりまして、陸上養殖に関して琉球大学で携わっております。そこではエネルギーもそう

ですが、デジタルトランスフォーメーション、ＩｏＴだとか、いろんなデジタルの力を得

て陸上養殖をやっているので、当然スマート農業もそういうことをやられていると思いま

す。ところが最後はやはり実践が重要だということで、いろんなところで先ほどからお話

があるとおりなんです。 

 質問としてはセルラーの加賀さんにですが、このスマート農業に関して、例えば大学だ

とか高専、沖縄県内の連携の状況はいかがでしょうかということです。先ほど話した陸上

養殖に関しても、いろいろな企業さんとか研究者と全国で連携していろいろな情報交換と
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いうことで活動させてもらっています。そういうことでの質問です。よろしくお願いしま

す。 

○加賀氏  千住先生、大変ご無沙汰しております。御質問ありがとうございます。 

 まず、陸上養殖の取組みのほうは残念ながら弊社はまだ遅れておりまして、御相談はい

ただいますが、センシングとかその辺のところはできるのですが、我々が実際に養殖をし

ているわけではないので、技術提供とか御相談レベルになっています。 

 研究機関との連携は、過去にはＯＩＳＴさんとはやらしていただいています。私の資料

にありましたマンゴーのところ、お亡くなりになられてしまいましたが、琉大工学部の玉

城先生と御一緒に勉強させていただいておりました。今はそういった意味でスマート農業

の学術関係、沖縄の大学さんですとか研究機関とも連携という機会がなかなか得られてい

ないので、ぜひ御相談させていただければと思っております。以上です。 

○千住委員  ありがとうございます。 

 人材育成だとか後継者育成に関してやはり大学だとか高専さんとのいろんな連携は非常

に大事だと思いますので、今後ともよろしくお願いします。 

○宮平座長  内閣府振興第二担当の方。よろしくお願いします。 

○細川沖縄振興局振興第二担当参事官  沖縄振興局振興第二担当参事官の細川と申し

ます。 

 三輪様、加賀様におかれましては、御講演本当にありがとうございました。 

 本村委員から農福連携の話がございましたが、沖縄の生産現場におきましても大事な課

題と認識をしているところです。本日、事務局から御説明をいたしました資料３の「農林

水産物・食品の販売力強化支援事業」、これは委託事業でございますが、その４ページの右

下にございます産地形成の部分ですけれども、令和８年度におきましては省力化や農福連

携の取組を進めてまいりたいと思っております。具体的には、③農福連携のマッチング体

制構築に向けた検討、モデル地区の設定につきまして、現在事業を実施しているところで

ございます。 

 趣旨といたしましては、農福連携も大事な課題である中、沖縄の亜熱帯気候の特性を生

かした農作物、園芸作物が多いかと思いますが、この分野で労働力面でも課題がございま

すので、互いにウィンウィンになるような取組ができないかということで、現在実証検討

を行っております。以上、令和８年度の取組というところで御報告をさせていただきます。   

令和９年度以降につきましても、省力化は重要な取り組むべき課題と思っておりますの
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で、今年度の実績もいろいろつなげていければと思っております。 

○中嶋審議官  一つ補足します。今の農福連携に関して、実は10年近く前に私どもでつ

くった補助金の一つのスキームに「推進費」というものがあるのですが、これの民間事業

第１号がバニラビーンズでした。場所は北中城村です。障がい者の方に作物に関与してい

ただくということで、雇用の場を生み出すことも企図していたわけですが、産業としての

農業という意味でもバニラビーンズがもしかしたら化けることができるのではないかとい

うことで、今資料の同じページの内閣府の有望農作物調査というところにコーヒーと並ん

でバニラがありますけれども、数年かかる種が最近出始めてきている。これがもう少し広

がっていけば、もしかしたら農業のみならずスイーツを核にした観光でもいけるのではな

いかということを期待している、ということを一つ御紹介いたします。 

○宮平座長  ありがとうございました。 

 加賀様、どうぞ。 

○加賀氏  ありがとうございます。非常に今の資料、お話参考になりました。先ほど私

が少し申し上げた糸満市観光農園さんでもハウスのところで、県外企業さんも入ってくる

のですが、バニラとかコーヒーの栽培が今年度中に開始される予定です。さらに、そこは

観光農園で、レストラン棟はまだ使っていないのですが、そこを加工とか体験の場にした

いです。今糸満市観光農園さんは、バギー体験のお客さんしか来ていなくて、だいぶ廃れ

てしまっています。そこで観光農園ということでバニラとかコーヒーですとか、体験、加

工も含めたて農業・観光振興、あと農福連携を含めてやりながら先ほど申し上げたスマー

ト農業もという欲張りな構想ですけど、そちらを検討しております。ぜひ連携させていた

だければと思います。よろしくお願いします。 

○宮平座長  三輪様、どうぞ。 

○三輪氏  池上先生からのメッセージにも書いていただいておりますが、私のほうから

もぜひ皆様にお願いしたいのが、今回、農林水産業という形で私のほうで御説明させてい

ただきましたけれども、まさに池上先生がおっしゃるとおり、沖縄ブランドとか沖縄の産

業振興戦略の中の一つとして農林水産業の振興とかブランド化をどう絡めるかという形で

す。もっと極論すると、農業者の方、農業関係の企業だけで振興しようと思ってもうまく

いかないし、そこで出てきた効果は限定的なんです。なので、逆に言うと、その農林水産

業の中でできたブランドが今度、観光業とか外食とか、もっと言うと食品加工企業とか含

めてどういう波及効果があって、逆にそちらが盛んになるからこそ農業のところの需要が
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増えるとか客単価が上がるという形になりますので、ぜひ県全体の産業戦略であったり、

ブランド戦略の中に農業というのをしっかり組み込むというふうな意識でまた引き続き御

検討をいただければと思います。必要であればいつでも私のほうも手を動かせていただけ

ればと思っております。以上でございます。 

○宮平座長  ありがとうございました。 

 時間となりましたので、本件については以上とさせていただきたいと思います。 

 御講演、それと貴重な情報提供、御教示をいただきました三輪様、加賀様、ありがとう

ございました。 

○宮平座長  最後に、先端医療について有識者の方からの御意見と御知見をいただきた

いと思います。その後、自由討議を行いたいと思います。 

 理化学研究所創薬・医療技術基盤プログラム戦略提携室長の山内理夏子様及び株式会社

ニューロシューティカルズの代表取締役、三池信也様よりお話を伺いたいと思います。 

 最初に、山内様、よろしくお願いいたします。 

山内 理夏子氏 理化学研究所創薬・医療技術基盤プログラム戦略提携室長 

 ありがとうございます。理化学研究所の山内理夏子と申します。 

 本日は沖縄に行くことを本当に楽しみにしていましたが、また次の機会にと思っており

ます。また、このような機会を頂き、ありがとうございます。 

 本日は、創薬事業とか先端医療ということを一つの具体例としまして、沖縄の産業振興

について考えるという視点でお話をさせていただきたいと思います。 

 最初に申し上げたいのは、私が本日沖縄の創薬事業をこうやってするべきだみたいなこ

とを申し上げたいわけではないということでございまして、むしろ創薬事業という難易度

が非常に高い事業領域ですが、それによって地域にどのような価値が残って、それを次の

挑戦にどういうふうにつなげていけるかという循環の部分も含めて皆様と一緒に考えたい

と思っております。 

 ２ページお願いいたします。 

 本日三つの視点からお話をさせていただきたいと思います。 

 一つ目は、産業振興の視点です。先ほども申し上げましたが、地域にどんな価値が残る

か、人材・知識・経験がきちんと蓄積していくか、次の挑戦につながるかという視点です。 

 二つ目は、創薬事業・先端医療の特徴を簡単にお話します。長い時間軸、高い専門性、

あとは多主体連携と書きましたが、様々なところが連携してまいります。また、最初から
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国際市場を見据えた展開が必要になってくると。そういった事業領域です。 

 三つ目は、沖縄との関係性です。研究・医療基盤、地域特性、国際性、そして既に沖縄

で始まっている挑戦に触れさせていただきたいと思っております。 

 この三つを重ねながら創薬事業・先端医療が沖縄の未来に向けた産業振興の候補として

どう考えられるかということを見てまいりたいと思っております。 

 ３ページお願いします。 

 簡単に自己紹介をさせていただきます。私はこれまで製薬企業、現在は田辺ファーマと

なりましたが、世界で２番目に古かった田辺製薬で創薬研究推進、Ｒ＆Ｄの戦略、製品戦

略の立案やポートフォリオマネジメント、それから新規事業の立ち上げ、これはＤＸに関

連するようなところに関わってまいりました。その後、創薬ベンチャー２社のＣＳＯをし

ておりまして、創薬研究の推進とか資金調達に携わっております。現在は、理研ＤＭＰ創

薬・医療技術基盤プログラム戦略提携室長としてアカデミアの研究成果をどのように社会

実装につなげるか、また外部との共創をどのように進めるかに取り組んでおります。 

 本日はこうした創薬の研究開発・事業化・共創の現場を経験した立場からお話させてい

ただきます。 

 ４ページお願いいたします、 

 まず、産業振興を考える上で私の前提ですが、所得や雇用という見やすい成果が非常に

重要であるということに間違いございません。これは地域経済にとって非常に大切なフロ

ーだと思っております。一方で、それと同時に人材・知識・技術、それから経験といった

ものが地域に残っていくということも重要な視点だと考えております。企業や事業は特に

形を変え撤退することもございます。しかし、その過程で育った人材や得られた知識、挑

戦の経験が地域に残れば、それは次の挑戦を支える力になると考えます。ですので、フロ

ーとストックの両面で考えていくことが大切だというふうに感じております。 

 ５ページお願いいたします。 

 創薬事業・先端医療というお話になりますが、これは非常に大切な前提だと考えており

ます。短期的な成果を期待して進めるには非常に難易度の高い事業領域だということは申

し上げられると思います。 

 市場の大きさとしては、ここに数字は書ききませんでしたが、世界としては医薬品の市

場だけでも 200 兆円。そして日本でも 11 兆円を超える形になっていて、そしてこれから

も成長していくと言われている産業でございます。 
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 一方で、成果の裏には非常に長い時間がかかりますし、成功確率もびっくりするほど高

くないです。また、多くのテーマは途中で見直しや撤退を本当に伴います。私自身も創薬

の現場に数十年、長く携わっておりますけれども、私自身がこれ私が出したものですと言

えるものは、まだ出ていない。それくらい長くかかるものであるということでございます。

そしてまた、創薬に王道はないというふうに感じています。挑戦して学んで修正して撤退

して、その経験を次に生かす。その繰り返しをするということになります。 

 一方で、難しいですけれども世界の患者さんのために生涯をかける価値のある事業だと

思っています。また、誘致や拠点整備というだけでは続かない。これも本当に間違いない

ところだと思います。ですから、沖縄でこの事業領域を考える場合に、地域の特性から小

さく始めて試行錯誤を回して見直しや撤退から学べる学びを地域に残していく長期的な設

計が必要になってくると思います。 

 ６ページお願いします。 

 特徴を整理しますと、先ほど申し上げたとおりですが、長い、不確実、しかも国際性が

必要、そしていろいろな人たちが関わるという特徴を持った事業になります。そして、研

究から実装までには 10 年以上かかります。その過程で多くの判断が必要になります。 

 一方で、その過程では先ほど申し上げたような高度人材や知識・知財、技術基盤、ネッ

トワーク、国際的なものを含めて次の新しい事業機会が蓄積されます。ですので、最終成

果を目指しながらも、そういった価値を地域に育てていくことができる産業とも考えられ

ると思います。 

 ８ページお願いいたします。 

 バリューチェーンという言葉が創薬にはよく出てくるんですけれども、そこに関して少

しお話をさせていただきます。 

 創薬のバリューチェーンはここに書きましたように、基礎研究から標的を探索して探索

研究をして非臨床試験をやって臨床試験をやって、最後に承認をいただいて初めて上市が

できるという非常に長いチェーンになっています。 

 現在の創薬は一つの企業、あるいは一つの研究機関がこれを完結するというものではな

くなっております。研究機関や医療機関、企業、そしてスタートアップ、それからベンチ

ャーキャピタル、行政、知財、事業化の支援、あるいはデータ・ＡＩの企業、こういった

ものを多彩な機能・プレイヤーが関わってまいります。これらは、以前は実は製薬企業が

多くを内包していたのですが、現在はそれぞれの主体が、一つ一つがエンジンになって価
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値を生み出しながら次につながっていくというような形に変化しております。 

 したがって、地域として考える必要があるのは、この中の全部を揃えるという形ではな

く、どこで価値を生み出して、どういった経験や機能を地域に蓄積しつつ世界にその価値

を発信していくかになるかなというふうに考えております。 

 ８ページお願いします。 

 具体例としまして、共創型創薬拠点に見る、創薬拠点の広がりになります。かつてはこ

のような建物のところは、創薬に必要な研究・人材・設備・知財などが一つの企業として

持っているという状況でございましたが、今はこれが全て違うところがそれぞれに力とエ

ンジンを持って育てていきながら連携していく形になっています。 

 ですので、こういうような場ではやはり人がちゃんと交わってどういう挑戦が生まれて、

どういう経験が蓄積されていくか。こういう共創型の拠点が今非常に重要になってきてお

りますし、それは施設を整えることだけではやはり難しいので、その循環をする場をどう

やって設計していくかが大切だと考えております。 

 ９ページお願いします。 

 創薬事業とか先端医療では、最終成果としての新薬、あるいは医療技術を市場に届けて

いき患者さんに届けることというのが重要であることはもちろんですが、そこに至る過程

で地域に残り得る価値、これを大切にしながら次にまた続けていくということが非常に重

要になってきます。ですので、この過程で残っていく地域に蓄積すれば、次の挑戦を支え

る基盤になると思います。最終成果と地域に残る価値、これを合わせて捉えること。繰り

返しになりますが、ここを考えていきたいと思います。 

 10 ページお願いします。 

 世界の創薬集積地が幾つかございますので、少し御紹介をさせていただきます。 

 世界の創薬集積地を見ても一つの共通した成功モデルがあるという形には全くなってい

ないというふうに理解しております。有名なところでボストンがございますが、ここはマ

サチューセッツ工科大学(ＭＩＴ)、あるいはハーバードが、先端研究とベンチャーキャピ

タルがあり、そこに大手の製薬会社が乗ってくるという形で価値を生み出していったとい

うような拠点になっています。 

 一方、サンディエゴに関しましては西海岸ということもあって、シリコンバレーも近い

ということもあるのでしょうか、起業家文化があって、連続的な起業(シリアルアントレプ

レナー)で、起こっては潰し、起こっては潰しになるのですが、その中でやはり大きな企業
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が生まれていくというような形、継続されていくというのが一つの文化だと思います。 

 もう一つ、シンガポールは国家戦略というところで、実際には感染症とか安全保障とい

う観点で国家的な戦略として集中投下して、また国際的にハブとしてそういうことを進め

ていくというような形で、戦略性を持ってやっているのがシンガポールになっています。 

 いずれにしても、それぞれの地域が自らの強みとか成り立ち、こういったところを起点

に異なる形で価値を生み出していっているというふうに考えられます。ですので、沖縄の

どこかの成功モデルをそのまま持ち込むというのではなく、これまでの議論も同じだった

かと思いますが、沖縄らしい価値創出の形を掴んでいくことが重要だというふうに思いま

す。 

 11 ページお願いいたします。 

 価値創出が続く先ほどのような地域では、やはり人材が挑戦し、その挑戦から成果と失

敗が生まれて、それが経験として残って次の挑戦を支えていきます。創薬では特に見直し

や撤退は少なくありません。というよりは、度々それが起こります。そういう事業でござ

いますが、その経験が残るからこそ次の挑戦の質が一つずつ上がっていくという形になり

ます。 

 重要なのは、成功だけを蓄積することではなく、失敗もちゃんと蓄積していくこと、こ

れはＡＩに関してもそうだと思いますが、やはりネガティブデータというところが非常に

重要になってくるというところがございますし、失敗や方向転換から得られた学びは次の

挑戦を支える地域の資産になっていくというふうに考えます。 

 ですので、挑戦している人や挑戦した人、そこで得られた経験というものが地域に残っ

て挑戦を支えていくという循環をつくっていくことが重要だと考えます。 

 12 ページお願いいたします。 

 沖縄のお話をさせていただきますが、沖縄だからこそ見えやすい問いとか環境というの

があると思います。島嶼地域で医療をどのように届けるのか、感染症リスクにどう備える

か、健康長寿の沖縄であったはずがというところに皆様危機感を持っていらっしゃいます。

また、健康食材や海洋資源をどのように健康価値とか創薬シーズへつなげていくのか、こ

こは先ほど喜屋武先生の御質問にもあったところにもつながるかと思います。また、アジ

アとの近接性をどう生かしていくのか。これらに対し、何も見えていないのか、全くそん

なことはございません。内閣府の沖縄先端医療技術基盤形成促進事業に私も関わらせてい

ただいておりますが、その中でやはり島嶼地域というところで、ドローンでどうやって安
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全に医薬品や医療を届けていくのかにトライしている方々もいらっしゃいますし、また医

療ツーリズムという中で観光ももちろんですけれども、健康というものを組み合わせてい

くのに沖縄の価値をどうやって高めていくのかを真剣に考えていらっしゃる皆様。あるい

は、健康食材に関しましては、これすごくおもしろいと思ったのですが、我々創薬ではラ

イブラリーといって、化合物が何万もあるようなところからある作用を持つものっていう

のをピックアップしていくのが最初の作業になるのですが、この健康食材からつくられた

ライブラリーからだと、実はヒット率が高かったんです、びっくりしたんですと、先生が

コメントをされていました。こういったところに沖縄の特性を生かしていけるということ

にもすぐにトライをされています。また、アジアとの近接性に関しましては、やはりアジ

アで臨床試験をやっていくこともできるよということを琉大の医学部の先生方からもお話

を伺いました。またこういったものは沖縄に閉じた課題ではないということも間違いない。

日本や世界にも通じる課題でございます。だからこそ、こういった特性を生かしたチャレ

ンジというのは、日本や世界の課題解決モデルになり得る、そのためにトライしていく価

値があるんじゃないかというふうに考えます。ですので、何かを持ち込もうという形では

なく、沖縄に既にある問いや環境を起点にチャレンジということを価値につないでいくと

いうことが非常に大事だというふうに考えております。 

 14 ページお願いいたします。 

 挑戦を生み出す土壌というところですが、研究者の方々、医療者、そして起業家・支援

人材、沖縄県の皆様も含めていらっしゃいますし、ＯＩＳＴ・琉大・高専などの研究教育

基盤もございます。また、それの実証化、支援の仕組みであったりとかも育ちつつありま

す。もちろんこれが揃えば産業として成立しますというわけではございませんが、これが

ちゃんと土壌として育ちつつありますので、ここにしっかりと回していくということがで

きれば一つ一つ事業が進んでいくことが期待できるというふうに思います。 

 14 ページお願いいたします。 

 沖縄で始まっている先ほどのような多様な挑戦というのは、つないでいくことで地域に

残る価値を育てられる可能性があると思っております。これで沖縄に生まれている挑戦を

長い目で育てて、地域に蓄積して次の挑戦につなげていくということができるのではない

かと。そこは短期的な価値に関してはなかなか難しい事業領域ではございますけれども、

長い目で考えて創薬事業を考えられればというふうに思っておりますし、また日本の成長

戦略 17 分野のところに創薬・先端医療が入っておりますけれども、同時に、日本ではまだ
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まだ課題があるから強化しなければいけないというポイントでもございます。こういった

ところに沖縄が貢献できると形は取り得ると考えております。 

 15 ページお願いいたします。 

 最後に、本日いろいろと繰り返し申し上げてございましたが、今沖縄でこういう創薬モ

デルが適しているとか、こうすれば成功が見えるのではないかと明快に申し上げられれば

よかったのですが、創薬事業そのものが非常に大きく変化しております。ＡＩの活用含め、

私が入社した頃とは雲泥の差と言うよりは、あれは何だったんだろうというぐらい変わっ

ております。だからこそ沖縄で今新しい問いにチャレンジしていらっしゃる皆様の取り組

んでいることというのは、その価値があり、それが次につながっていくのではないかと思

います。短期的な成果を期待して進めるには難易度の高い領域ではございますけれども、

世界の患者さんのために挑戦する価値のある事業領域ですので、長い目で人材育成できる

領域でもございます。ですので、こういったところを循環させていくということが沖縄で

チャレンジできればと考えております。 

 私自身まだ答えを持っているわけではありませんし、答えも一つではないので、今私が

所属しているＤＭＰにおきましても、日本の創薬エコシステムをどうすれば持続的に回し

ていけるのかの試行錯誤を毎日続けております。ですので、こういったところを沖縄の皆

様とも一緒にやっていければというふうに考えております。 

 非常に具体性という意味では乏しい発表になりましたけれども、チャレンジというとこ

ろを皆様と一緒にしていければというふうに思っております。ありがとうございました。 

○宮平座長  山内様、ありがとうございました。 

 続いて、三池様、よろしくお願いいたします。 

三池 信也氏 株式会社ニューロシュ―ティカルズ 代表取締役 

 ありがとうございます。ニューロシューティカルズの三池でございます。本日は、本当

は沖縄に行きたかったんですけれども台風で行けなくて、大変残念です。 

 私のほうは医療機器が専門になりますので、医療機器の部分に関してお話をさせていた

だきます。 

 １ページお願いします。 

 まず、日本の医療機器の現状から見ていきたいと思います。現状は、日本国内で流通し

ている医療機器は４兆7,195億円ございます。このうち輸入が３兆6056億円、輸出が１兆

1,445億円ということで、これを少し紐解いてみますと、国民皆保険制度でございますので、
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国民の皆様から保険料を徴収して、それが様々な機関を通して医療機器として患者さんに

使われたものを医療機器メーカーに支払うということになるんですけれども、この３兆

6,000億円がほとんど海外企業にいってしまっているというのが今の日本の現状でござい

ます。 

 ２ページお願いします。 

 市場を見てみますと、診断機器分野では日系企業、ある一定の国際競争力を持っている

というふうになっております。特に内視鏡はお家芸でございまして、ほぼ世界の100％のシ

ェアを取っております。 

 ３ページお願いします。 

 ところが治療機器分野になりますと、人工関節、ステント、それから放射線治療装置、

こういったところはほとんどが外資系企業でございまして、日本人の身体はほとんど外資

系企業の製品で治されているという現状が今あります。 

 ４ページお願いします。 

 ここで先端医療機器どんなものがあるかというのをちょっと見てみたいんですけれども、

まずステントですね。心筋梗塞で使われるものでございますが、詰まった血管を風船で広

げて金網のようなものを置く、金網をステントというふうに呼ぶんですけれども、こうい

ったものがあります。これはアメリカで開発されております。 

 次に不整脈治療用のＰＦＡ(パルスフィールドアブレーション)がございます。これもア

メリカで開発されているんですけれども、特徴的なのは、悪い心筋細胞だけを狙って固有

の電圧パルスを計算して流すので、食道だとかほかの臓器には影響がないという優れたも

のになります。 

 ６ページお願いします。 

 皆さんよく御存じのロボット手術(ダヴィンチ)でございますが、これもアメリカで開発

されています。最近は、先端触覚センサーとかＡＩを搭載して繊細な手術も可能になりま

したし、アメリカの先生が日本の患者さんを治すというような遠隔もできるようになって

おります。こういった世界の先端医療機器のトレンドは、最近はロボティクスというのが

大きく躍進しております。 

 それから中枢系の治療機器、脳・心臓・神経ですけれども、こちらの治療機器です。 

 それからＡＩを使った画像診断・解析、それから体に装着するスマートインプラントだ

とか高精度のウェアラブルがトレンドになっておりますが、重篤で死亡率の高い疾患への
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対応だとか、それから個人に対する個別化ですね。それから遠隔・在宅、こういったとこ

ろの高度な医療管理がトレンドになっております。 

 ７ページお願いします。 

 日本企業も頑張っておりますが古いものが多くて、先ほども申し上げた胃カメラはオリ

ンパスさんが1950年代に開発したもの、それから酸素飽和度測定装置、それからＯＣＴと

言われる光干渉断層計、それからＢＮＣＴシステム、こういったものは日本企業が開発し

て世界にいっております。ここで医療機器の開発からＥＸＩＴまでというのをちょっと見

てみたいので、８ページをお願いします。 

 最初に、ニーズ・シーズの発掘から始まります。そして、それが本当にニーズがあるの

か、つくれるのかという魔の川みたいなものを泳ぎきらなければいけない。 

 そこを泳ぎ切った後、要求仕様書を決定して、様々な試作をして次のステップに進むん

です。ここで今度は試験が必要になってきます。性能試験だとか生物学的安全性試験、い

ろんな試験があります。この試験を経て臨床研究・治験をして、薬事申請をして承認とい

う死の谷を渡るということが必要です。 

 開発が終わったものは販売されますが、この販売をしていくところがダーウィンの海と

呼ばれていまして、こういう長い道のりを通って医療機器は販売までいくということが言

えます。 

 ９ページお願いします。 

 今私が何をやっているかというところなんですけれども、会社は東京都の文京区本郷の

ほうにございまして、本郷は医療機器村と言われていますが、そこのど真ん中におります。 

 10ページお願いします。 

 メインの事業は、ライフサイエンス系企業への支援をメイン事業としてやっております。

国内外の優れた製品を開発・製造しているスタートアップの企業に投資・提携して支援を

するという事業になります。 

 11ページお願いします。 

 具体的には、インキュベーターとアクセラレーターというのをやっていまして、大学だ

とか研究機関、医師、そういった先生方がお持ちの事業の卵を孵化させるというインキュ

ベーションを主にやっております。インキュベーションをしてスタートアップが設立され

ただけでは開発ができません。次は資金調達が必要になるので、この資金調達をするため

にいろんなベンチャーキャピタルさんとお話をしなければいけないというステージになる
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のですが、我々はその前のシード・アーリーのところで資金調達ができるように独自に我々

がファンドをつくっております。これをアクセラレーターとして今事業をしております。 

 12ページお願いします。 

 もう少し俯瞰してみると、先ほど申し上げたアイデアをインキュベーションして孵化さ

せて、そこからスタートアップに資金を注入して、プロダクトをしっかりと開発した後、

医療機器を持っていくんですけれども、この後ＥＸＩＴをしてもらいます。医療機器の場

合、ＩＰＯはなかなか難しくてＭ＆Ａの戦略を取るのが一番最適だと思っていまして、Ｍ

＆Ａをしますとリターンが来ますので、そのリターンを最初の開発支援のところに持って

いって、次のスタートアップの種にするというところで、これをエコシステムとして確立

しまして、今事業を進めているところです。 

 我々はどちらかというと、研究開発ももちろんお手伝いするんですけれども、先生方は

経営をしたことがないという方が多いので、まずそういったところの経理だとか財務だと

か、それから総務・人事を我々がサービスして提供することによって、アイデアを持って

いる先生は研究開発に勤しんでもらうというところで連携をする・支援をするということ

になります。 

 13ページお願いします。 

 現状、実績32社の投資、それから支援をしておりまして、うち２社がＥＸＩＴをしてく

れています。なので今30社の支援をしています。この中に沖縄の会社でＯＩＳＴ発ベンチ

ャーのＡＣＩ Ｒｅｓｅａｒｃｈだとか、もうＥＸＩＴしてくれた沖縄の会社だとか、それ

から由風ＢＩＯメディカルも沖縄の会社でありまして、結構沖縄のスタートアップを支援

しているということになります。 

 ここからは実際の成功例を皆さんと一緒に共有したいなと思います。 

 14ページお願いします。 

 沖縄で実際にもう成功をしました。2017年にある医療ニーズに対しての研究開発を東京

で行いました。これは医療ペインとして経鼻栄養チューブというものを鼻から入れてご飯

が食べられない患者さんに栄養を与えるものですけど、たまに気管に入ってしまうんです。 

気管に入ったまま栄養剤を注入しますと、ベットの上でおぼれてしまう、そういう事故が

多発しているという現状があるということを先生から聞きまして、そのソリューションと

して生体の窓という光がある生体を通過するという波長があるんですけれども、これを利

用したデバイスを開発しました。これが右のほうにある赤く光っていますけれども、気管
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に入ると赤く光らないんですが胃に入るとこうやって赤く光るんですね。 

 16ページお願いします。 

 これを2019年に沖縄のＮＣＩＯ、うるま市の工業団地に導出をしました。 

 17ページお願いします。 

 ファシリティとしては沖縄県の御協力を得て、医療機器の製造に関わる製造機器、それ

から検査機器を導入していただきまして、ＱＭＳのシステムも完備して、製造認可も取っ

てＥＯＧの滅菌装置というのも買っていただいて、かなり沖縄県に協力をしていただきま

した。 

 18ページお願いします。 

 翌年2020年に東京都のベンチャー技術大賞において優秀賞を受賞して、この頃から大塚

製薬さんと一緒に共同事業をやろうという話が出てきまして、大塚さんと共同開発を始め

ました。そして2023年にブラッシュアップされた、この右にあるタムガイドの販売を開始

しました。 

 19ページお願いします。 

 翌年の2024年に大塚製薬工場さんがバトンタッチということでこの沖縄の会社を買って

いただきまして、成功を収めたというストーリーになります。 

 20ページお願いします。 

 今日本で販売されているんですけれども、大塚さんは、こういった実績をベースに今後

海外に製品として持っていくということを考えられていますし、実行されていると思いま

す。そういった意味では、冒頭申し上げた輸入超過をどうにかしなければいけないという

ところでは、沖縄県で育ったスタートアップが大手に渡って、大手の会社が世界に持って

いくという一つのストーリーが出来上がったかなというふうに思います。 

 21ページお願いします。 

 こういった成功を基に考えますと、沖縄でのチャンスですけれども、私が経験した沖縄

から世界に向けてというころですが、先ほどタムガイドは、世界全体では3,000万本売れる

と言われています。こういった輸入超過を解消するものとして、量産をするところが非常

に沖縄でやってよかったなと思います。 

 理由としては、人材が結構豊富で真面目に本当に真摯に働いていただけるということと、

あとパートタイムの方が結構応募してくれたということもあってこの活用が非常に大きか

ったかなと。 
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 それから滅菌事業です。これ全国でも不足していまして、ＥＯＧの滅菌施設があるとい

うことは非常に強みでした。そういったこともあって沖縄でのＣＤＭＯの一つとして、量

産の受託というところを開発も含めてやっていくというのがいいんじゃないかと。 

 ただ、そう考えると、他府県でもそういうことをやっているんじゃないかということに

なるので、やはりインフラが必要かなと思っていまして、下二つですね、この生物学的安

全性試験と電気的安全性試験、これが沖縄でできるというのは非常に大きな強みになると

思うので、これの整備が必要かなと。 

 もう一つ、動物実験施設というのが全国でも不足しておりますので、こういったものを

沖縄で立ち上げるということ、このインフラが整備できてプラスＦＤＡ対応がそこででき

るようになると、これはもう全てのスタートアップ、全ての量産をしたい会社さんが沖縄

に来るというふうに思います。 

 22ページお願いします。 

 それをするためには、沖縄で一から立ち上げるというのではなくて、やはり製造技術を

取り入れて活用するということが重要になります。先ほどの成功例でも、東京で開発した

ものを沖縄に持っていって、さらに開発をして量産してＥＸＩＴしたというストーリーが

あるので、そういう域外であっても製造技術を取り入れてそこに根づかせるということが

重要かなと。 

 それからもう一つは、技術人材の導入・確保が重要です。これも域外から来てもらって

いいと思うんです。そのためのいろんな補助は必要かなと思いますし、来ていただいた方

に、沖縄の若い方にそれを伝えてもらって、若い方を育成していくということが重要かな

と思います。 

 最後に、製造の具体化・明確化ですけれども、何かをつくってくださいと言うとなかな

かつくれないんです。なので、これをつくるぞというふうに沖縄に持ってくるというのが

結構重要なポイントかなと思います。 

 下のフレームワークで言うと、経産省・内閣府・厚労省の御協力も得ながら、スタート

アップのところは沖縄でやってもいいし、域外でやってもいい。でも、この製造プラスア

ルファというインフラを沖縄で整備することでここを狙っていくのが一つ大きな強みにな

るのかなと思います。その後、販売とか輸出に関しては、大手の会社さんにお願いをすれ

ばいいのかなっていうふうに考えております。 

 御清聴ありがとうございました。 
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○宮平座長  ありがとうございました。 

 それでは、先端医療について自由討議・質疑応答に移りたいと思います。 

 御質問のある方、御意見のある方、挙手をお願いいたします。 

・自由討議 

○宮平座長  池上先生、お願いします。 

○池上氏  先ほど沖縄らしいというのはなかなか断言しにくいと最初におっしゃられ

ていて、そうだなとは思います。とはいえ、選択肢としてオプションとしては、どんなも

のがあるのかというところで、沖縄らしい、確かにそのとおりで、僕もいろんなところで

僕の社会人ゼミ生も製薬２社から来ていて、毎回そんな話をしているのですが、地域で製

薬・ヘルスケアビジネスをやるときも沖縄だったらという話を雑談ベースでしたときがあ

って、やっぱりオプションとしては海洋天然物系とか健康長寿系とか島嶼医療とか熱帯感

染症とかアジアとの共同研究等でした。いろんなオプションというのがあり得るかなと外

にいる身として思っていました。 

○山内氏  ありがとうございます。今池上先生がおっしゃっていただいた形で、私自身

も改めて沖縄の事業等に関わらせていただいて、実際に島嶼医療とかの課題は、先ほど申

し上げた沖縄らしさというのは、実は世界課題を解決するんですというところにもつなが

るんですけれども、実際にそこで課題になってくるところ、それに対しての解決方法とい

うものがあることによって世界の解決であったりとか、ある条件における解決方法につな

がったりということがありますので、そういった部分は十分沖縄らしさと言える部分では

ないかと思います。 

 先ほどの海洋資源とか健康食品、何で健康食品なのかが先ほど私申し上げたように、実

はいい役割を果たしてくれそうな化合物に結構ヒット率が高いってすごく大きいんです。

何万個に１個よりは、やっぱり数千個に１個のほうが、時間も短縮できる。そういった意

味では、なぜ健康食品かというそれまでの歴史がそこにやっぱりあるということをうまく

ピックアップできればそういったところの確率が上がる、効率が上がるというところも期

待できるかなと。ここは逆に言うと、それをそろえていかなければいけないという一つの

ハードルはあるかと思います。 

○池上氏  海外と同じ形でやるというのは、僕も前職、前々職でバイオ投資とか医薬企

業のコンサル等を累計で20年ぐらいやっていて思ったのは、やっぱりこの高分子系化合物

の中で勝負するのはほぼ無理に見えます。だとすると、実は裏を取っていって高分子系で
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はないんだけれども、マスで取れるみたいなものがもしかしたらあるのかなと思いまして、

それで先ほど質問をいたしました。 

○山内氏 ありがとうございます。 

 そこのところを少し効率化してやれるようになっていく形になるとすごく強みになるん

じゃないかと私も思います。ありがとうございます。 

○宮平座長  ほかにどなたかいらっしゃいますか。 

 私のほうから。三池さんの話を聞いて参考になると思ったのが、域外の人材をお招きし、

その人たちに若手を沖縄で育てていただくと技術を導入し、伝播していって根づかせると

いうお話がありました。ちょっと違う話になりますけど、沖縄の高校野球が甲子園で活躍

するようになったのも、実はプロ野球のキャンプ地としてプロ野球の方々のプレーを見て

沖縄球児が育っていったんじゃないかという文脈につながるのかなと思いました。ほかに

何かそういうふうに域外からの技術者をお招きしてうまくいった事例がありましたらお話

を聞かせていただけますでしょうか。 

○三池氏  私の仲間の会社が同じうるま市に医療機器の製造工場を運営しております。

そこもうまくいっていまして、やはり域外からつくる物が決まっていて、つくる技術を持

ってきてもらって働いている方々にお伝えすることでそれが実際に製造できるようになっ

たということで、もう雇用は150人超えているんじゃないかなと思います。 

 そういう製造をやるところの技術を持ってくる、当然ですけど、その技術を持った人は

沖縄に住まなきゃいけないので、そういったところから波及していくというところは事例

としてあります。 

○宮平座長  ありがとうございます。 

 中嶋審議官お願いします。 

○中嶋審議官  先ほどの池上先生の御質問に関して少し補足しておいたほうがいいか

と思ったのですが、本日冒頭の私の御挨拶で沖縄の強みを生かしたということを申し上げ

ました。ここが誤解があるとまずいのですけれども、強みを生かしていくという中には絶

対的な強みと、それから相対的な強みというものがあると思います。 

 沖縄が抱えている不利性が比較的緩和される分野という視点が大事ではないかと思って

おりまして、内閣府の基礎資料の中に沖縄の産業構造を示した図がありましたけれども、

46都道府県と比べて圧倒的に製造業が弱い。そして幾つかある製造業でも零細な食品加工

などが多いわけです。ここをやはりウェルバランストな産業構造にしていかなければいけ
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ないという思いが私どもにあります。 

 その中で、今後、重厚長大なものを狙っていくということはさすがに厳しいであろうと。

逆に言えば、高付加価値化を目指すということです。そういう文脈でこの医療系というも

のに10年来取り組んできているという背景をまず申し上げたいと思います。 

 その上で沖縄の強みは何かということですけれども、西普天間地区という基地跡地に医

療拠点をつくりました。最近オープンしましたが、琉球大学の医学部とその附属病院とい

う臨床の場所を新たにつくりました。 

 それから先ほど来名前が出ていますＯＩＳＴ、この科学技術大学の成果が出始めており

まして、ここが国際的に有力な科学者が集まる場所になってきております。 

 それから先ほど三池さんから御紹介のあった沖縄に進出した企業というものも、単にう

るま市に工業団地の場所があったということのみならず、様々な補助金、税制が効いてい

る部分はあるのだろうと思います。こういったことを内閣府ないし沖縄県等で支援をして

きている。相対的な強みというのはあえて言えばそういうことであると思っております。 

○宮平座長  ありがとうございます。 

 玉城委員お願いします。 

○玉城委員  せっかくなので感想だけ。先月、ＪＩＣＡ沖縄のほうで、ＵＮＤＰさんと

アフリカとＴＩＣＡＤの関係で、アフリカ地域における遠隔医療・デジタルヘルス、そし

てスタートアップというかけ合わせのセミナーがあったんですけれども、そこでもすごく

学びがあって、今日とすごく通じるなというふうに思ったんですけれども、広大なアフリ

カの土地のインフラ整備はもう今とてもじゃないけどやれない。その上で何がそれを凌駕

していくかというときに、デジタル通信機器を使って例えばマラリアの薬をドローンで運

ぶとか、妊産婦の遠隔医療のシステムを本当にスマホ一つでできるようにする、そういっ

たものが世界で今どんどん新しく変革していく、そこにスタートアップでどんどんお金を

投資して、そしてアフリカが遅れているというふうに思っているところが、そこで日本の

課題が出たんですけど、日本はたくさんの臨床試験であったり、いろんな認証を取って初

めて世の中に出ていくというのを少しスキップしてでもどんどん新しいものを出していく。

そのときにアフリカの経験の基になっていくものがアフリカの研修員の方々が、日本の、

特に沖縄に来て何を学んでいるかといったときに、米軍統治下における保健医療の仕組み

であったり、マラリアを撲滅したということですとか、遠隔地の島嶼の進んだ沖縄の医療

が非常にアフリカにも役に立っているというので、すごく私たち沖縄県民も心が満たされ
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た思いがあったので、私は医療分野では門外漢ではありますが、そういった分野で私たち

がつながって、お互いにウィンウィンになれる関係ができると本当にいいんじゃないかな

と思います。併せて今日もすごく勉強になりました。山内様、三池様、ありがとうござい

ました。以上です。 

○宮平座長  ありがとうございました。 

 今の玉城委員のアフリカで沖縄のいろんな知見が生かせるのではないかという話、先ほ

ど山内様の沖縄ならではの問題、これある意味リサーチクエスチョンになると思いますけ

ど、それが創薬だったり、医療機器の創造につながるんじゃないかとつながるところがあ

るかなと思いますけど、いかがですか。 

○山内氏  本当に今おっしゃったとおりだと思っておりまして、日本だけを見ていて日

本の課題だと思っているのですが、全く違うところの課題に本当に直結しているというこ

ともございますし、感染症というところも以前は地域病というような関連ですけれども、

ＣＯＶＩＤ以来、そういうことはないということを皆さんが如実に理解をしたということ

ですので、そういった意味で先ほどリサーチクエスチョンをしっかりと、どういったとこ

ろに届けると価値が高まるかというところをしっかりと認識した上で、それに何が活用で

きるか、価値をお届けできるかというところが、やはりすごく大切になってくるし、また

そこが難しいからといって比較的やめてしまう場合が多いんですけれども、そこにチャレ

ンジして回していって、そういう人たちをみんなで支えていくという部分も大切だなとい

うことがございますので、内閣府、沖縄県が今まで支援を続けてこられているところ、ま

たこの先もぜひそういったところをしていただきたいというふうに思っております。コメ

ントですが、以上です。 

○宮平座長  ありがとうございます。 

 ほかに御質問のある委員の方いらっしゃいますか。 

 宮城さん、何かうるま市の施設に関して、先ほど中嶋審議官のほうからは追加の情報提

供がありましたけれども。 

○宮城企画調整統括監  中嶋審議官がおっしゃっていたように、沖縄県の産業としては

大量生産がなかなかできないと、島嶼部ということで物流コストもかかるとか、資源が大

量生産に向かないとか、そういったところから沖縄の自然資源に着目したような健康食品

とか、そういったところを創薬のところでやっているんですけど、そういったところに着

目して、国のほうでも税制など制度をつくっていただいて、企業の集積につながっている
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というところがあります。先端医療、それからバイオ医療といったところは沖縄の製造業

が適していると思いますし、国際的なネットワークもありますし、アジアに一番近いとい

う地理的な特性も生かしながら、沖縄として日本の健康、医療、バイオに貢献ができるよ

うな産業振興を今後もやっていきたいというふうに考えております。 

○宮平座長  ありがとうございます。 

 最後に私のほうから山内さんと三池さん、情報提供として、お二人に共通しているのは、

様々な分野が、様々な主体が関わってこれからは例えば創薬であったりとか、医療機器を

つくっていくということですけれども、そこに沖縄が入り込んでいかないといけないとい

うことですが、そういったパートナーは、誰が何を求めていて、どういった技術を必要と

しているのかというのを発見する、あるいはコーディネートする人たちも必要かなと思い

ますが、それはどういうふうにやっていくと沖縄に技術が入ってくるのかなと思っている

んですね。要するに、今情報化社会で、いろんなものが入り込んで、これ沖縄でできるよ

というのを手を挙げるようなことをやるためには、こういった技術が必要なんだけど、こ

ういったことを求めているんだというふうなことを発見する人たちが、コーディネーター

ですけれども、それが必要かなと思うんですけれども、それはどういうふうな仕組みづく

りを構築したほうがいいのか、ちょっとお聞かせ願いたいのですが。 

 まず創薬づくりについて山内様からお願いしましょうか。 

○山内氏  ありがとうございます。 

 そこは実は日本の課題でもあるところだと思っておりまして、実際にそういった意味で

もＡＭＥＤが立ち上がって今各大学の拠点にもそういったところを抽出していくようなＵ

ＲＮのような仕組みをつくりながら先生方からの問合せにも答えていく形ができているこ

とと思います。 

 一方で沖縄県さんもＴＬＯを含めて皆様がそういう形でこれまでも伴走していただいて

いるということを認識しておりますので、それをどのようにその先にさらに続けていくか

ということと、逆に沖縄にあるものをもっと全国的に知っていただくためにどういうふう

にしていくかという意味では、例えば沖縄の琉大のアセットを逆に言うとＡＭＥＤの事業

に一緒に応募させていただくとか、そういったことも含めて双方向にお互いが知れるよう

な状況ということは必要かなと思っております。 

○宮平座長  待ちの姿勢でもなく、情報発信も必要だということでしょうか。 

○山内氏  そのようになっております。ですので、やはり応募していくと、ＡＭＥＤで
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あったり、逆にほかの大学はどういう視点で見ているかも分かってきたりもしますし、そ

こに企業が入っていたりとかもしますので、お互いにそういうことができるっていう部分

はあるのではないかというのが、まず一つ思いつくところでございます。ほかにもあると

思うのですが、そこは宿題とさせてください。 

○宮平座長  よろしくお願いします。 

 続いて三池様、いかがでしょうか。 

○三池氏  それはまさに今我々がやっているところかなと思っていまして、結構沖縄に

は御紹介している部分もあります。例えば福島もそういったことをやろうとしていると聞

いていますし、我々お話はしています。翻って、なぜ沖縄かというところがないと、やっ

ぱり訴求力がないんだと思うんですね。これを福島に持っていこうが北海道に持っていこ

うが東京に持っていこうが、どこに持っていってもいいものであるんだけれども、どうし

て沖縄なのかをちゃんとつくっていかないと、多分スタートアップがうまく開発ができて

量産しようと思っても、もしくはスタートアップが沖縄でやろうと思っても、なぜ沖縄な

のかというところをしっかりつくることが重要かなと。そういった意味では、先ほど説明

資料の中にも掲載させていただきましたけれども、動物実験だとか、それから生物学的安

全性試験だとか、電気的安全性試験だとか、こういった試験機関があって開発ができて量

産もできてとなると、多分これはワンストップサービスみたいになるので、そういったよ

うなものがあって、しかもそれを全国的に認知させるというイベントみたいなものをやる

というのがいいんじゃないかと思います。我々ももちろんこれまでどおり紹介はしていく

予定にしております。 

○宮平座長  分かりました。先ほどから足りないものが三つあったわけですね。そうい

ったものをまず揃えて、そしてプラス情報発信をしていくというのが重要だというふうな

ことですね。 

○三池氏  そうですね。もう一つだけ言わせてもらうと、例えば他国の成功事例ですけ

ど、例えばアイルランドも医療機器輸出大国になっています。これは税制優遇をすること

でアメリカの大手企業がアイルランドに移転したんですね。そうすると、そこで医療機器

の開発が始まりますし量産も始まるわけです。そうすると工場ができて、そこに雇用され

た人たちが医療機器の製造ができるようになって、そのまた下の世代が入って来てという

ふうに非常にいい形で回ったという事例があります。最終的にはアメリカも怒ってしまっ

て税金取るぞとなったので元に戻ってしまいましたけれども、そういう事例もあるので、
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先ほども申し上げた、なぜ沖縄なのかを強く押し出す必要があるかなと思います。 

○宮平座長  分かりました。 

 それでは、ほかに御質問等がなければ時間となりましたので、先端医療については以上

とさせていただきたいと思います。 

 貴重な御知見と御講演を賜りました山内様、三池様、ありがとうございました。 

本日の議事は以上をもって終了したいと思います。 

 今回をもって、予定していた全２回の産業についての調査審議は終了となります。あり

がとうございました。 

 事務局におかれては、本調査審議の結果について取りまとめへの御反映をよろしくお願

いしたいと思います。 

 最終的な取りまとめに向けて、秋以降も本会議を開催する予定ですので、委員の皆様に

おかれましては、引き続き調査審議への御協力を賜りますようよろしくお願いいたします。 

 では、最後に事務局のほうからの連絡事項をお願いいたします。 

○伊藤企画担当参事官補佐  事務局からお知らせします。 

 次回以降の予定等につきましては、事務局から追って御連絡させていただきます。 

 また、本日の議事録につきましては、後日、皆様に御確認を頂いた上で、内閣府のホー

ムページに公表させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 本日は長時間ありがとうございました。 

３．閉会  
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